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１ 特別防災区域の地名・地番一覧表 

平成２６年１０月１日現在 

区
域
名 

市 

名 

指   定   区   域 

京
葉
臨
海
北
部
地
区 

市
川
市 

 

二俣新町の区域 

 

高谷新町の区域、田尻１０２６番１、１０２６番３～１０２６番５、１０２７番１、 

１０２７番４、１０２７番５、１０２７番８～１０２７番１１並びに 

上妙典１６０１番、１６０１番２、１６０２番１、１６０２番３、１６０２番４、  

１６０３番１、１６０３番３、１６０３番４、１６０６番１、１６０６番２及び   

１６０６番１５の区域 

 

本行徳２５５４番１、２５５４番１３、２５５４番１６、２５５４番１７、     

２５５４番４０～２５５４番６３、２５５４番６８～２５５４番７２及び      

２５５４番８１～２５５４番８８まで並びに当該区域に介在する道路の区域並びに高浜

町１番、２番、３番１～３番３、４番１～４番３、４番５～４番９、５番、６番１、 

６番２、７番、１２番及び１３番の区域 
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区
域
名 

市 

名 

指   定   区   域 

京
葉
臨
海
中
部
地
区 

千
葉
市 

 

美浜区新港４番９、４番１１、２３０番～２３４番、２３５番１及び２３５番２の区域

並びに 

当該区域に介在する道路の区域 

 

中央区川崎町１番１８、１番２８、２番１～２番５、２番１０、３番１、４番１、  

４番９、５番１～５番３、６番１、６番３、６番４、７番１、７番２、７番２２、  

７番２３、８番７、８番１４、８番１７、８番２０、１０番１～１０番８、     

１０番１２、１１番、１２番１、１２番２、１３番、１４番１、１４番２、１５番～ 

２１番、５７番１～５７番５、５７番９、５８番１～５８番３、５９番１～５９番４、     

６１番１（市道川崎町４号線と市道川崎町南北線との交差点より南側の区域）、６３番１

～６３番３、６６番１及び７１番の区域 

 

中央区新浜町及び村田町の区域のうち京葉臨海鉄道用地及びこれと海岸線との間の区域 

 

中央区蘇我町２丁目９３４番２、９３４番３、９３４番７、９５６番３、９６６番１、

９６６番４、９６６番１１、９６６番４８、９６６番５２、９６６番５５、１３６４番

～１３６８番２、１３６９番１、１３６９番６～１３６９番９、１３７０番、    

１３７１番１、１３７１番２、１３７２番１～１３７２番２２、１３７６番１、   

１３７６番２、１３７７番、１３７８番１及び１３７８番２の区域 

 

市
原
市 

 

一般国道１６号線と海岸線との間の区域（一般国道１６号線、村田川及び京葉臨海鉄道

に囲まれた区域を除く。） 

 

五井南海岸１９番、３７番１～４７番１及び４７番３～４７番５並びに 

千種海岸７番１～７番１１、８番１～８番６、８番９～８番１１及び２１番の区域  

並びに 

当該区域に介在する道路の区域 

 

袖
ケ
浦
市 

 

北袖の区域のうち一般国道１６号線と海岸線との間の区域 

 

長浦字拓１号のうち一般国道１６号線の北側の区域並びに 

長浦字拓２号のうち一般国道１６号線の西側の区域（５８０番１５３及び      

５８０番１５６並びに水路の部分を除く。）並びに 

中袖の区域（水路の部分を除く。） 

 

京
葉
臨
海
南
部
地
区 

木
更
津
市 

新港の区域 

 

築地１番１、１番２、１番１６、１番１７、１番２１、２番１～２番６、３番３、 

６番１～６番３、７番１から７番１１、８番、９番３及び１０番の区域 

君
津
市 

君津１番地及び１１番地～２１番地の区域 
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２ 地勢地質等 

 

（１）京葉臨海北部地区 

京葉臨海北部地区は千葉県の西北部に位置しており、市川市の北は松戸市、東は船橋市、西は江戸

川を隔てて東京都に接し、南は浦安市及び東京湾に面している。 

土地はおおむね平坦であるが北部にかけて小丘起伏して台地となり関東ローム層と呼ばれる赤土で

占められ臨海部は粘土質及び砂質でおおわれている。 

気象は、東京湾に面しており海洋性の気象で関東平野中心部の気象区に属し、温暖な気候である。 

この地区は京葉臨海中部地区と異なり、重化学工業の立地はなく、石油油槽所を主に形成して 

いる。 

（２）京葉臨海中部地区 

京葉臨海中部地区は京葉臨海工業地帯の中央部に位置し東京湾沿岸に全長約 28km に及び帯状に 

形成しており、発電所、製鉄所、石油精製工場及び石油化学工場等が集中し本県石油コンビナート

の中心をなしている。また、これに沿って臨海鉄道及び一般国道16号線が並行している。 

地質は低地が沖積層、洪積層、台地では洪積砂層、泥層で上を関東ローム層でおおわれ丘陵に  

あっては洪積層の一部である泥質砂又は砂礫層、山地は第三紀層等で占められている。 

気象は年間を通じて温暖、湿潤でありこの地区は降雨量が多く、雨量の大部分は梅雨期と台風時期

に占められる。 

（３）京葉臨海南部地区 

京葉臨海南部地区は千葉県の西南部に位置し、北は袖ケ浦市、南は富津市、西は東京湾に面し、 

東は夷隅郡に接している。 

地質は洪積層に属し、東部に低い丘陵がありながらもおおむね平坦である。 

海岸は一帯に遠浅で港内及び航路は浚渫によりおおよそ－３～－１９ｍの水深がある。 

気象は年間を通じて温暖な気候に恵まれている。 

この地区は新日鐵住金㈱君津製鐵所と関連発電所並びに関連工業等で形成されている。 

（風配図は図－１、２、潮流図は図－３、４） 

地震時の被害は、その地盤を構成している地質の形成された履歴と分布によって異なる。この  

ような観点から地震の地盤特性に関する地質情報が非常に重要である。コンビナート地域の地盤 

地質についての詳細は、県環境研究センター水質地質部の調査によると次のとおりである。 

コンビナート地域は、関東構造盆地の一部で、かつ東京湾東岸に立地しているので、主に東京湾 

東岸の地質層序について見ると、関東構造盆地を形成している基盤岩は船橋市の地下で 2,139ｍ、 

鎌ヶ谷市地下で 1,500ｍの各深度に存在することが知らされている。いずれの岩種も三波川系の結晶

片岩である。さらに、基盤岩の岩種は不明であるが、千葉・市原にかけて深度を増す。しかし、 

その深度は不明である。（表－１） 

船橋市の地下では、前述の基盤の上に中新統である三浦層群が不整合の層序関係で発達し、その 

層厚は 219ｍである。本層序は、南部の清澄山系付近で地表に露出し、最大層序を示す。一方、三浦

層群とは黒滝不整合を挟んで上位に発達する上総層群は、船橋市の地下で 1,920ｍから 454ｍまでの

深度に達し、その層相は砂層とシルト層の互層からなる。本層群は南部の夷隅川・養老川・小櫃

川・小糸川の中流から上流で地表に露出し、この地域で最大層厚を示す。 

上総層群の上位には、不整合の層序関係で下総層群が発達する。そして、下総層群は下半部と  

上半部よりなる。下総層下半部は、船橋市の地下で 454ｍから 215ｍ付近の深度に達し、層厚は 

239ｍである。層相は巨視的にみると、下位の船橋礫層と上位のシルト層からなる。下位の船橋礫層

は南部で君津市長浜・浅間山付近に発達する長浜層に、船橋Ｄシルト層は佐貫町などに露出する 

佐貫層・周南層・そして長南町周辺に発達する笠森層にそれぞれ対比される。一方、船橋礫層は、

北部では東京の山の手から地下にかけて発達する城北砂礫層に対比される。 

下総層群の基底の構造は盆状構造を示し、最深部は東京湾東岸の市原市千種海岸付近（最深部：

650ｍ前後）である。最深部の北側ではＮＷ－ＳＥ方向、南東側ではＮＥ－ＳＷ方向、西側では  
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Ｎ－ＳからＮＮＥ－ＳＳＷ方向の等深線で示される。また前述した最深部の北西方向の市川市付近

から、埼玉県側に向ってＥ－ＷからＮＷＷ－ＳＥＥの伸長方向をもつ盆状構造が認められ、市川市

付近が二つの堆積盆の鞍部になっている。従って全体の形態は、Ｎ－ＳないしＮＷ－ＳＥに伸びる

盆状構造と、ほぼこれと直交するＥ－ＷないしＮＷ－ＳＥに伸びる盆状構造とが組合わされた形態

をもっている。この盆状構造の最深部が東京湾の中心部でなく、東岸付近にあることから、東京湾

を横断する断面図を推定すると東京湾の西側部分に対して、東岸以東の部分の傾斜が相対的に  

大きくなっている。（図－５） 

下総層群上半部の構造は、巨視的に下総層群基底の構造と非常によく類似した構造形態を示す。 

最深部は市原市千種海岸である。下総層下半部と上半部は、地質層序学的に整合であることが  

明らかになっている。 

しかし、この両者の間には地層物性、電気抵抗、水質なども含めた層相的特徴には、明らかに差異

が認められる。（図－６） 

沖積層は東京湾を中心に発達する。特に大河川部に発達が著しい。下位の下総層群との層序関係は、

不整合で接する付近の層相が海水準変動の影響によって一定しないことがある。 

層序区分は、一般に上部と下部に区分され、各粘土層と砂層との組合せにより成っている。 

千葉・市原の臨海地域には、次のような沖積層が発達している。それは、地形的には埋没谷に発達

するものや一部埋没段丘上に発達するものがある。埋没谷中に発達する沖積層は、下半部がシルト

質粘土と上半部が砂からなり、一般に海面下（Ａ．Ｐ．荒川工事基準面）25ｍ～40ｍの付近に発達

する。（図－７、８） 

一方、京葉臨海コンビナート地域における常時微動を測定し、その卓越周期をみてみると、その 

周期の階層が沖積層の深度との間に大きな相関性が認められる。（図－９、10） 



 

- 5 -

図－１ 京葉臨海工業地帯 夏季風配置図（平成６年７月～９月） 
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図－２ 京葉臨海工業地帯 冬季風配置図（平成６年１月～３月） 
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図－３ 東京湾潮流図（南東流最強時） 
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図－４ 東京湾潮流図 
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図－５ 下総層群基底等深線 
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図－６ 下総層群上半部の基底の等深線 
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図－８ 沖積層基底部の深度分布 
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図－９ 卓越周期の地域的分布 
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図－10 卓越周波数と沖積底面深度との関係 
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３ 港湾の現況 

（１）千葉港 

港湾法による港湾区域は、袖ケ浦市と木更津市との境界海岸（北緯35度26分20秒、東経139度57分

７秒）から343度7,600メートルの地点まで引いた線、同地点から８度17,600メートルの地点まで 

引いた線、同地点から市川市塩浜１丁目15番地の２の護岸最先端の地点（北緯35度39分59秒、東経

139度57分４秒）まで引いた線並びに陸岸及び市川市千鳥町１番地の地点（北緯35度40分20秒、東経

139度55分45秒）から市川市加藤新田211の10番地の地点（北緯35度40分28秒、東経139度55分57秒）

まで引いた線により囲まれた海面並びに市川市本行徳字東浜2,554番地の23の江戸川右岸の地点 

（北緯35度40分30秒、東経139度56分47秒）から市川市高谷新町19番地の２の江戸川左岸の地点 

（北緯35度40分40秒、東経139度57分）まで引いた線、海老川船橋橋、都川新大橋及び養老川最下流

配管橋各下流の河川水面。ただし、漁港法（昭和25年法律第137号）により指定された奈良輪漁港の

区域をのぞく。 

なお、航路及びけい留施設の現況については図－11、13のとおりである。 

（２）木更津港 

港湾法による港湾区域は富津市富津長浜2,035番地の64に設置された標柱（北緯35度18分49秒、 

東経139度49分28秒）から327度38分40秒8,840メートルの地点まで引いた線、同地点から21度2,500

メートルの地点まで引いた線、同地点から52度4,500メートルの地点まで引いた線、同地点と   

木更津市吾妻１丁目地先の地点（北緯35度23分59秒、東経139度54分22秒）とを結んだ線及び陸岸 

により囲まれた海面。ただし、漁港法（昭和25年法律第137号）により指定された小糸川漁港の区域

をのぞく。 

なお、航路及びけい留施設の現況については図－12、14のとおりである。 

（３）参考 

ア 東京湾の強風（20ｍ／sec）と推定最大波高及び水域 

（海上保安庁水路部計算資料による） 

風向 風    速 最大波高のあらわれる場所 推 定 波 高 

東 

西 

南 

北 

20ｍ／sec 

〃 

〃 

〃 

東京湾から横浜に至る西海岸一帯沖合 

木更津港から千葉港に至る東海岸一帯沖合 

川崎港沖合から東京港沖合 

木更津港西方沖合 

３～４ｍ 

 

イ 東京湾の潮汐 

（潮汐表より） 

場        所 大  潮  升 小  潮  升 

千葉、東京、川崎  2.0ｍ  1.5ｍ 

横浜、横須賀、海堡  1.7～1.8ｍ  1.3～1.4ｍ 

金田湾  1.5ｍ  1.2ｍ 

 

ウ 大型危険物バース（千葉港）図－15 

エ 危険物専用バース（木更津港）図－16 
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図－11 航路の状況 
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図－12 航路の状況 

 

 

 

 



図－13－１－１

機械名 能力 基数

1 市川Ａ岸壁（市川埠頭A岸壁） 千 葉 県 -5.5 125.0 1 2000 S52.12

2 市川Ｂ岸壁（市川埠頭B岸壁） 千 葉 県 -5.5 125.0 1 2000 S52.12

・ 1 ＪＸＴＧエネルギーＣ桟橋 Ｊ Ｘ Ｔ Ｇ エ ネル ギ ー -4.0 90.0 1 500 ローディングアーム 4 S49.7 石油製品

・ 2 ＪＸＴＧエネルギーＢ係船くい Ｊ Ｘ Ｔ Ｇ エ ネル ギ ー -6.5 120.0 1 3000 4 S53.2 石油製品

・ 3 ＪＸＴＧエネルギーＡ係船くい Ｊ Ｘ Ｔ Ｇ エ ネル ギ ー -6.5 125.0 1 3000 3 S47.4 石油製品

・ 4 竹石産業桟橋 竹 石 産 業 -3.0 39.0 1 2700 ローディングアーム 3 S45.5 　

・ 5 東洋合成桟橋Ａ 東 洋 合 成 工 業 -6.4 126.0 1 4500 ローディングアーム 150,200 1 S50.2 化学薬品

・ 6 東洋合成桟橋Ｂ 東 洋 合 成 工 業 -5.5 101.0 1 2000 2

・ 7 東洋合成Ｃ岸壁 東 洋 合 成 工 業 -5.0 73.0 1 2500 2 S46 石油製品

8 サミットスチール岸壁 サ ミ ッ ト ス チ ー ル -6.0 68.0 1

9 水揚げヤード 日本ガルバテックス -3.0 16.0 1 300 水揚げクレーン 5ｔ 1 S50.4 鉄鋼

10 （削除）

11 日産浮桟橋 日 産 デ ィ ー ゼ ル -2.2 259.0 15 75G/T S50.1

12 八幡交通桟橋 八 幡 交 通 -5.5 53.0 1 885 S53

13 JFE鋼材東京第2揚場 J F E 鋼 材 工 業 -3.1 17.0 450

14 市川機材センター岸壁 五 洋 建 設 -4.5 200.0 1 700 S42

17 専用岸壁 ト ピ ー 海 運 -5.0 148.0 2 1900 水平式引込ｸﾚｰﾝ,箱型水平ｸﾚｰﾝ 20t,12t S46 鉄鋼

18 市川塩浜特定目的会社岸壁 市川塩浜特定目的会社 -7.0 171.0 1 　 　　　 　 　 　

19 （削除）

20 菱鋼運輸市川埠頭 菱 鋼 運 輸 -6.0 178.0 2 499 RHｸﾚｰﾝ,水平引込式ｸﾚｰﾝ 30t,15t 　 S49.12 鉄鋼

21 丸一鋼管B岸壁 丸 一 鋼 管 -6.0 102.0 1 3900 門型クレーン 10t S51.3 鉄鋼

22 丸一鋼管A岸壁 丸 一 鋼 管 -6.0 162.0 1 2601 天井送行クレーン 30t S48.2 機械

23 月島機械入出荷岸壁 月 島 機 械 -5.9 198.0 1 1000 36ｔ S46 鉄鋼

24 東京流通センター岸壁 J F E 物 流 -6.0 339.0 1 1000 橋型クレーン

埠頭名称
延長
(ｍ)

ﾊﾞｰｽ数 対象船舶

欄外の・印は危険物埠頭

管 理 者
水深
(m)

備考併用開始
荷役機械

プロロジスパーク市川Ⅱ

オリックス

不動産

ＪＸＴＧエネルギー
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機械名 能力 基数

1 船橋東埠頭Ａ，Ｂ岸壁 千 葉 県 -7.5 290.0 2 5000 S48.4

2 船橋東埠頭C,D,E,F,G岸壁 千 葉 県 -6.0 526.0 5 3000 S51.4

3 船橋東埠頭Ｈ，Ｉ岸壁 千 葉 県 -5.5 185.0 2 2000 S58

4 船橋東埠頭物揚場 千 葉 県 -4.0 300.0 500 S59

5 船橋湊町船揚場 千 葉 県 -2.0 207.0 5Ｇ／Ｔ S35

6 湊町１号物揚場 千 葉 県 -3.0 175.0 漁船等 S58

7 湊町２号物揚場 千 葉 県 -3.0 127.0 漁船等 S58

8 日の出物揚場 千 葉 県 -4.0 66.0 通船等 S56

9 日の出１号物揚場 千 葉 県 -4.0 150.0 500

10 日の出２号物揚場 千 葉 県 -4.0 103.0 500 S29

11 日の出Ａ，Ｂ，Ｃ岸壁 千 葉 県 -5.5 270.0 3 2000 S41.5

12 船橋中央埠頭１号物揚場 千 葉 県 -2.0 258.0 官公庁船 ポスト型クレーン 2.8t 1 S48.4 廃棄物

13 船橋中央埠頭２号物揚場 千 葉 県 -4.0 120.0 500 S57

14 船橋中央埠頭北A1～A6岸壁 千 葉 県 -5.5 571.0 2000 S53

15 船橋中央埠頭北B,C,D岸壁 千 葉 県 -7.5 410.0 3 5000 S48.4

16 船橋中央埠頭北E,F,G岸壁 千 葉 県 -7.5 401.0 3 5000 S54.10

17 船橋中央埠頭北H,I岸壁 千 葉 県 -7.5 260.0 2 5000 S54.10

18 船橋中央埠頭北K,L岸壁 千 葉 県 -7.5 260.0 2 5000

19 船橋中央埠頭M1～M4岸壁 千 葉 県 -5.5 395.0 4 2000 S54

20 船橋中央埠頭南A,B,C岸壁 千 葉 県 -10.0 555.0 3 15000

21 船橋中央埠頭南D岸壁 千 葉 県 -10.0 170.0 2 15000

22 日の出Ｄ，Ｅ岸壁 千 葉 県 -5.5 180.0 2 2000 H4

23 船橋中央埠頭北Ｊ岸壁 千 葉 県 -7.5 143.0 1 5000 S63

24 湊町3号物揚場 千 葉 県 -2.0 107.0 漁船等 S62

25 船溜西物揚場 千 葉 県 -2.0 260.0 5Ｇ／Ｔ

26 船留東物揚場 千 葉 県 -2.5 240.0 5Ｇ／Ｔ S29

27 船留南物揚場 千 葉 県 -1.5 263.0 5Ｇ／Ｔ S26

28 船橋浜町船揚場 千 葉 県 -1.5 41.0 5Ｇ／Ｔ S39

29 船橋浜町さん橋 千 葉 県 -3.0 16.0×2 2 100 S57

30 係船浮桟橋 千 葉 県 -3.0 20.0 1 5 S46

31 船橋日の出さん橋 千 葉 県 -4.0 24.0 H4

32 船橋湊町さん橋 千 葉 県 -4.0 24.0 2 S63

33 船橋中央埠頭南E岸壁 千 葉 県 -4.0 240.0 1 30000

埠頭名称 管 理 者
水深
(m)

延長
(ｍ)

備考
荷役機械

ﾊﾞｰｽ数 対象船舶 併用開始
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機械名 能力 基数

1 日新製鋼入出荷桟橋 日 新 製 鋼 -6.0 40.0 1 3000 ダブル引込式クレーン 17ｔ 1 S36 鉄鋼

・ 2 市川基地桟橋 アストモスエネルギー -6.0 172.0 1 1832 S44.11 石油製品

3 第2桟橋 月 島 機 械 -6.0 165.0 1 5000 ローディングアーム 2 S44 石油製品

・ 5 京葉鉄鋼埠頭 京 葉 鉄 鋼 埠 頭 -6.5 331.0 3 699Ｇ/Ｔ 水平引込、橋型クレーン 10ｔ 3 S44 鉄鋼

・ 6 市川フェリー基地 製 鉄 運 輸 -4.0 100.0 1 1000 S46 鉄鋼

7 クボタ市川工場係船岸壁 ク ボ タ 市 川 工 場 -2.4 100.0 2 350 S48

8 入出荷岸場 ガ ル バ テ ッ ク ス -2.8 148.0 400 天井走行クレーン ５ｔ 6 S39

9 富士川埠頭Ａ，Ｂ，Ｃ岸壁 富 士 港 運 -4.0-6.0 428.0 3 1596 S39

10 ＪＦＥ物流高谷岸壁 Ｊ Ｆ Ｅ 物 流 -4.5 82.0 1 2500 S50

11 住友大阪セメント岸壁 住 友 大 阪 セ メ ン ト -6.0 80.0 1 2500 S42.8 セメント

12 大阪運輸岸壁 大 阪 運 輸 -6.0 106.0 1 2000 S40 鉄鋼

13 指定岸壁 ナ ベ カ イ -4.5 90.0 500 天井走行クレーン 25ｔ 1 S39 鉄鋼

14 日本サン石油市川工場油岸壁 日 本 サ ン 石 油 -5.5 32.0 1 1500 S42 石油製品

15 (削除）

16 危険物専用岸壁 丸 善 京 葉 油 槽 所 -5.5 94.0 1 2000 S43 化学薬品

17 神鋼物流市川A,B,C,D,E岸壁 神 鋼 物 流 -5.0 519.0 3 　 　　　 　 　

・ 18 日本メサライト工業船橋桟橋 日 本 メ サ ラ イ ト -5.0 79.0 1 1200 クラムシェル 30t 2 砂利，砂

・ 19 (削除）

20 兼松アグリテック物揚場 兼 松 ア グ リ テ ッ ク -3.5 76.0 1 500 ローディングアーム 12t 1 S35  

・ 21 (削除）

22 三菱UFJ信託Ｈ型鋼センター河岸 三 菱 UFJ 信 託 銀 行 -2.0 117.0 500 天井走行クレーン 10,5,3t 3 S46

23 青柳船橋物揚場 青 柳 鋼 材 興 業 -2.5 57.0 500 S44 鉄鋼

24 物揚場 日 本 機 電 -2.5 64.0 200 S42

25 芝浦倉庫船橋物揚場 芝 浦 倉 庫 -3.5 60.0 300 Ｃクレーン、Ｄクレーン 20,10t 2 S43.2

26 日鉄住金鋼板船橋物揚場 日 鉄 住 金 鋼 板 -3.5 65.0 3 500 S43.7 鉄鋼

27 船橋倉庫物揚場 大 和 陸 運 倉 庫 -2.5 32.0 2 400 S39

28 桟橋 山 元 -3.0 10.0 　 400 S43.12

29 桟橋係船設備 清 水 港 飼 料 -2.5 40.0 385 アンローダー 60t 1 S40

30 船橋工業専用岸壁 ク ボ タ -5.5 132.0 1 1500 S45 米，雑穀，豆

31 富士興産1号,2号桟橋 富 士 興 産 -6.0 203.0 2 2500 S47

・ 32 ニチレイ船橋工場 ニ チ レ イ -7.0 128.0 1 4000 S55 石油製品

・ 33 桟橋 ニ チ レ イ -4.0 88.0 500 トラッククレーン S47

34 (削除）

35 王子物流岸壁 王 子 物 流 -12.0 395.0 2 30000 S49.10 重油

36 Ａ，Ｂ岸壁 栗本鉄工所・ｸﾘﾓﾄｿｲﾙﾊﾞﾝｸ -7.5 94.0 2 5000 セミロープトロリー式橋型クレーン 43t 　 S50.11 紙,パルプ

37 本田日新埠頭岸壁 日 新 -12.0 386.0 1 42424 S50 鉄鋼

39 習志野岸壁 日 本 通 運 -12.0 250.0 1 37391 S55.5 輸送機械

・ 40 阪和京葉岸壁 阪和流通ｾﾝﾀｰ・東洋海運 -12.0 290.0 1 32531 S56.7 鉄鋼

41 千葉トヨペット習志野岸壁 千 葉 ト ヨ ペ ッ ト -12.0 210.0 1 3515 S62 鉄鋼,セメント

42 岸壁 神 鋼 物 流 -6.5 306.0 1 2100 H2 輸送機械

45 (削除）

46 京葉食品ｺﾝﾋﾞﾅｰﾄ南ﾊﾞｰｽ 京葉食品ｺﾝﾋﾞﾅｰﾄ協議会 -11.5 775.0 2

47 京葉食品ｺﾝﾋﾞﾅｰﾄ北ﾊﾞｰｽ 京葉食品ｺﾝﾋﾞﾅｰﾄ協議会 -6.4 679.0 2

欄外の・印は危険物埠頭

埠頭名称 管 理 者
水深
(m)

延長
(ｍ)

ﾊﾞｰｽ数 対象船舶
荷役機械

併用開始 備考
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機械名 能力 基数

1 千葉出洲埠頭４号物揚場 千 葉 県 -3.0 108.0 300 S42

2 千葉出洲埠頭３号物揚場 千 葉 県 -3.0 121.0 300 S34

3 千葉出洲埠頭２号物揚場 千 葉 県 -4.0 237.0 500 S31

4 千葉出洲埠頭１号物揚場 千 葉 県 -4.0 172.0 500 S45.7

5 千葉出洲埠頭Ａ，Ｂ，Ｃ岸壁 千 葉 県 -7.5 430.0 3 5000 S42

6 千葉出洲埠頭Ｄ１，Ｄ２岸壁 千 葉 県 -6.0 265.0 2 3000 S48.9

7 千葉出洲埠頭E,F1～F10岸壁 千 葉 県 -5.5 1045.0 11 2000 S44

8 千葉中央埠頭４号物揚場 千 葉 県 -4.0 130.0 500 S44

9 千葉中央埠頭３号物揚場 千 葉 県 -4.0 250.0 500 S44

10 千葉中央埠頭２号物揚場 千 葉 県 -4.0 281.0 500 S44

11 千葉中央埠頭-4.5ｍ岸壁 千 葉 県 -4.5 90.0 1 700 S45

12 千葉中央埠頭A,B,C,D,E岸壁 千 葉 県 -10.0 1000.0 5 15000 S45～S49

13 千葉中央埠頭F,G,H岸壁 千 葉 県 -12.0 750.0 3 30000 多目的クレーン 49t 1 S56,S59

14 千葉中央埠頭内貿物揚場 千 葉 県 -4.0 400.0 500 S61.4

15 寒川船溜物揚場 千 葉 県 -3.0 215.0 300 S57

16 出洲定係場 千 葉 県 -4.0 149.0 500

17 寒川船揚場 千 葉 県 -1.0 15.0 ３Ｇ／Ｔ S57

18 千葉中央埠頭Ｉ岸壁 千 葉 県 -7.5 130.0 1 5000 H7

9 ＪＦＥ製品岸壁Ａバース JFE ス チ ー ル （ 株 ） -9.5 214.0 1 10000 ロープトロリー 20t 2 S38.10 鉄鋼

10 ＪＦＥ製品岸壁Ｂバース JFE ス チ ー ル （ 株 ） -10.5 150.0 1 25000 ロープトロリー 20t 1 S40.9 鉄鋼

11 ＪＦＥ製品岸壁Ｃバース JFE ス チ ー ル （ 株 ） -11.0 139.0 1 25000 ロープトロリー 22t 1 S43.9 鉄鋼

12 ＪＦＥ正面岸壁Ｄバース JFE ス チ ー ル （ 株 ） -6.0 85.0 1 500 S43 鉄鋼

13 ＪＦＥ正面岸壁Ｅバース JFE ス チ ー ル （ 株 ） -10.0 140.0 1 2000 S59 鉄鋼

14 ＪＦＥ正面岸壁Ｆバース JFE ス チ ー ル （ 株 ） -12.0 270.0 1 52000 S37.3 鉄鋼

15 ＪＦＥ正面岸壁Ｇバース JFE ス チ ー ル （ 株 ） -9.5 167.0 1 11000 S28.11 鉄鋼

16 ＪＦＥ正面岸壁Ｊバース JFE ス チ ー ル （ 株 ） -18.0 406.0 1 154000 ロープトロリー 60t 2 S53.10 鉄鉱石

17 ＪＦＥ正面岸壁Ｌバース JFE ス チ ー ル （ 株 ） -12.0 280.0 1 52000 水平引込式ｸﾚｰﾝ,ｼｯﾌﾟﾛｰﾀﾞｰ 16t 2 S36.9 鉄鉱石

18 ＪＦＥ南方岸壁Ｎ２バース JFE ス チ ー ル （ 株 ） -6.0 143.0 1 2700 S45 原油

19 ＪＦＥ南方岸壁Ｏバース JFE ス チ ー ル （ 株 ） -6.0 291.0 1 6000 S36.7

20 ＪＦＥ南方岸壁Ｐバース JFE ス チ ー ル （ 株 ） -5.0 385.0 1 1200 シャトル式天井クレーン 15t 1 S46 鉄鋼

・ 21 ＪＦＥ南方岸壁Ｑバース JFE ス チ ー ル （ 株 ） -3.0 280.0 1 1500 シャトル式橋型クレーン 1 S31.2 鉄鋼

22 ＪＦＥ西工場南岸壁ＳＡバースJFE ス チ ー ル （ 株 ） -6.0 147.0 1 2100 S48

23 ＪＦＥ西工場東岸壁ＥＢバースJFE ス チ ー ル （ 株 ） -18.0 505.0 1 158000 ロープトロリー 60t 1 S46.10 鉄鉱石

24 ＪＦＥ西工場東岸壁ＥＡバースJFE ス チ ー ル （ 株 ） -11.5 277.0 1 50000 ロープトロリー 35t 1 S48 鉄鋼

25 ＪＦＥ西工場北岸壁ＮＡバースJFE ス チ ー ル （ 株 ） -15.5 300.0 1 80000 ロープトロリー 50t 1 S61.1 鉄鋼

26 ＪＦＥ正面岸壁Ｈバース JFE ス チ ー ル （ 株 ） -9.5 151.0 1 2000 S28.11

27 ＪＦＥ正面岸壁Ｍバース JFE ス チ ー ル （ 株 ） -12.0 261.0 1 25000 水平引込式クレーン 16t 1 S40 鉄鉱石

欄外の・印は危険物埠頭

ﾊﾞｰｽ数 対象船舶 併用開始埠頭名称 管 理 者
水深
(m)

延長
(ｍ)

備考
荷役機械
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機械名 能力 基数

7 日本サイロ新港物揚場 日 本 サ イ ロ -4.0 270.0 1000 　

8 日本サイロ新港本船桟橋 日 本 サ イ ロ -12.0 160.0 1 55000 ニューマチックアンローダー 400t/h 3 S43 米,雑穀,豆

9 ＳＮＣ・ＪＴＴ共同桟橋 マ ル ハ ニ チ ロ 物 流 -12.0 120.0 1 30000 S45.4 化学工業品

日本タンクターミナル

10 千葉共同サイロ桟橋 千 葉 共 同 サ イ ロ -12.0 150.0 1 73939 ニューマチックアンローダー 300t/h 3 S62 米,雑穀,豆

11 千葉埠頭サイロ岸壁 千 葉 埠 頭 サ イ ロ -4.5 50.0 1 600G/Ｔ ニューマチックアンローダー 80t/h 1 S55 麦

12 不二製油物揚場 不 二 製 油 -2.5 200.0 300 S55

13 新東日本製糖桟橋 新 東 日 本 製 糖 -12.0 260.0 1 30000 穀物荷役アンローダー 330t/h 2 S47.3 砂糖

14 ニューポート産業千葉埠頭 ニ ュ ー ポ ー ト 産 業 -12.0 150.0 1 40000 S49.9 鉄鋼

15 千葉流通センター桟橋 マ ツ ダ -12.0 140.0 1 ４５00G/T S59

16 江間忠ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ埠頭桟橋 江間忠ﾎｰﾙ ﾃ ﾞ ｨ ﾝ ｸ ﾞ -12.0 120.0 1 20000 S43.5 セメント

17 三井ホームコンポーネント（株）新港工場岸壁 三井ﾎｰﾑｺﾝﾎ ﾟｰﾈﾝﾄ -3.0 142.0 原木

18 新日鐵住金鋼材ヤード新港岸壁 新 日 鐵 住 金 -7.5 239.0 2 2000 水平引込み橋型クレーン 300,600t/h 2 S44 鉄鋼

19 太平洋セメントＡＢ岸壁 太 平 洋 セ メ ン ト -5.5 200.0 2 2000 石膏

20 太平洋セメント新港ドルフィン 太 平 洋 セ メ ン ト -3.0 164.1 S43.8 セメント、砂

22 中国木材桟橋 中 国 木 材 -3.5 70.0 500

23 中国木材埠頭 中 国 木 材 -12.0 250.0 1 45000 S44.5 　

24 ＣＯバース Ｊ ｰ オ イ ル ミ ル ズ -12.0 350.0 1 50000 アンローダー 400t/h 2 S44.5

・ 25 エヌアイケミカル（株）危険物専用桟橋 エ ヌ ア イ ケ ミ カ ル -6.5 137.5 1 5345 デリック S58 　

・ 26 新日本石油5500ＤＷＴ桟橋 新 日 本 石 油 -8.0 28.3 1 1000 S45.1 石油製品

・ 27 ＮＡＡ3000ＤＷＴ桟橋 成 田 国 際 空 港 ㈱ -6.0 150.0 1 3000 マリンローディングアーム 450,800kl/h 3 S47.6 石油製品,重油

・ 28 ＮＡＡ２号桟橋 成 田 国 際 空 港 ㈱ -6.0 99.0 1 2000 ローディングアーム 1,500kｌ/h 2 S57 石油製品

・ 29 ＮＡＡ３号桟橋 成 田 国 際 空 港 ㈱ -6.8 127.0 1 4000 ローディングアーム 1,500kｌ/h 2 S60 石油製品

・ 30 丸紅内航桟橋 丸 紅 エ ネ ッ ク ス -7.5 300.0 4 5980 ローディングアーム 2 S50 石油製品

・ 31 丸紅外航桟橋（１） 丸 紅 エ ネ ッ ク ス -14.0 320.0 1 85000 ローディングアーム 1 S50 石油製品

・ 32 丸紅外航桟橋（２） 丸 紅 エ ネ ッ ク ス -7.5 135.0 1 5980 ローディングアーム 1 S50 　

・ 33 丸紅外航桟橋（３） 丸 紅 エ ネ ッ ク ス -7.5 168.0 1 5980 ローディングアーム 1 S50 　

・ 35 ＮＡＡ４，５号桟橋 成 田 国 際 空 港 ㈱ -9.0 340.0 2 8000 ローディングアーム 1,500kｌ/h 2 H3 　

36 ニューポート産業新港物揚場 ニ ュ ー ポ ー ト 産 業 -2.5 60.0 2 ２００D/W S49.9

38 日本サイロ新港内航船岸壁 日 本 サ イ ロ -5.0 90.0 1 3000 内航船積ローダー 600ｔ/ｈ 1 S44 　

欄外の・印は危険物埠頭

ﾊﾞｰｽ数 対象船舶 併用開始埠頭名称 管 理 者
水深
(m)

延長
(ｍ)

備考
荷役機械

江間忠ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ

新日鐵住金
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機械名 能力 基数

1 （削除）

・ 2 市原Ａ，Ｂ岸壁 千 葉 県 -7.5 254.0 2 5000 三脚デリック 20.5ｔ 1 S40

・ 3 市原物揚場 千 葉 県 -4.0 97.0 　 500 S40

1 ＪＦＥ蘇我岸壁Ｒバース JFE ス チ ー ル （ 株 ） -6.0 186.0 2 1100 天井クレーン 20t,32t 2 S37 鉄鋼

2 ＪＦＥ蘇我岸壁Ｓ，Ｔバース JFE ス チ ー ル （ 株 ） -6.0 248.0 1 6000 230～1200ｋｇ S37.2 鉄鋼

・ 4 ＪＦＥ生浜岸壁ＯＩバース JFE ス チ ー ル （ 株 ） -5.5 107.0 1 2000 S59

・ 5 ＪＦＥ生浜ﾌｪﾘｰ岸壁ＯＨﾊﾞｰｽ JFE ス チ ー ル （ 株 ） -5.0 140.0 1 1400 S48

6 ＪＦＥ生浜ﾌｪﾘｰ岸壁ＯＧﾊﾞｰｽ JFE ス チ ー ル （ 株 ） -3.5 77.0 1250G/Ｔ S43.6

8 ＪＦＥ生浜岸壁ＯＤバース JFE ス チ ー ル （ 株 ） -11.0 105.0 1 2000 天井走行クレーン 40t 1 H3 鉄鋼

9 ＪＦＥ生浜岸壁ＯＣバース JFE ス チ ー ル （ 株 ） -10.5 210.0 1 33000 水平引込式クレーン 20t 1 S41.8 鉄鋼

10 ＪＦＥ生浜岸壁ＯＢバース JFE ス チ ー ル （ 株 ） -5.5 187.0 2 3000 S41.8

11 ＪＦＥ生浜岸壁ＯＡバース JFE ス チ ー ル （ 株 ） -5.0 50.0 1 500 S41

12 富士興産Ｋ－Ｋ岸壁 興 洋 海 運 （ 株 ） -5.0 100.0 1 1500 S56

13 富士港運千葉A,B,C岸壁 富 士 港 運 -4.5～-6 168.0 3 1500 S40.12 鉄鋼

欄外の・印は危険物埠頭

ﾊﾞｰｽ数 対象船舶 併用開始埠頭名称 管 理 者
水深
(m)

延長
(ｍ)

備考
荷役機械
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機械名 能力 基数

1 浜野造船桟橋 浜 野 造 船 -4.2 45.0 H12

2 太平洋セメント市原岸壁 太 平 洋 セ メ ン ト -5.0 129.0 1 1493 S39

・ 3 ﾃｨｰ・ｴﾑ・ﾀｰﾐﾅﾙ市原事業所岸壁 ﾃ ｨ ｰ ・ ｴ ﾑ ･ ﾀ ｰ ﾐ ﾅ ﾙ -5.5 202.0 1 2248 ポスト型、ダビット型デリック 2.9ｔ、1ｔ 2 S47 石油製品

・ 4 オバタ総業浮桟橋 オ バ タ 総 業 -4.0 44.0 4 500Ｇ/Ｔ S47                 

5 八幡運河岸壁 日 東 エ フ シ ー -2.7 50.0 500 S58

6 王子ｺｰﾝｽﾀｰﾁ・日東ｴﾌｼｰ岸壁 王子ｺｰﾝｽﾀｰﾁ・日東ｴﾌｼｰ -3.0 40.0 2 500 ニューマチックローラ 70t/h 1 S42.2 化学肥料

7 古河電工ドルフィン 古 河 電 気 工 業 -10.0 63.0 1 7000 キャタピラ 5ｔ 1 S53 海底ｹｰﾌﾞﾙ船積

8 八楠八幡埠頭岸壁 八 楠 -10.5 290.0 2 20000 ローディングアーム、アンローダ 300kl/h、8ｔ 2 S45 石油製品

10 鋼材水切り場（鉄鋼工場） 三 井 造 船 -5.5 80.0 1 500Ｇ/Ｔ 天井走行クレーン 20t 1 S37

11 鋼材水切り場（造船工場） 三 井 造 船 -5.0 68.0 1 500Ｇ/Ｔ 天井走行クレーン 20t 1 S37

12 第５艤装岸壁 三 井 造 船 -9.0 385.0 1 300000 塔型水平引込式クレーン 40t 1 S42

13 第１艤装岸壁 三 井 造 船 -9.5 202.0 1 414000 塔型水平引込式クレーン 20t 1 S36 鉄鋼,金属製品

14 第２艤装岸壁 三 井 造 船 -8.0 181.0 1 414000 塔型クレーン 6t 1 S38 鉄鋼,金属製品

15 第３係留岸壁 三 井 造 船 -9.0 35.0 1 90000Ｇ/Ｔ 10t 1 S38 鉄鋼,金属製品

16 第４艤装岸壁 三 井 造 船 -9.0 480.0 1 414000 塔型水平引込式クレーン 500t/h 2 S38 鉄鋼,金属製品

17 昭和３０００ＤＷＴ桟橋 キ ャ ボ ッ ト ジ ャ パ ン -9.5 84.0 1 3000 ローディングアーム 500t/h 1 S38 重油

19 宮地鉄工千葉岸壁 宮 地 鉄 工 所 -4.5 165.0 1 3000 S37.8

20 富士電機出荷桟橋 富 士 電 機 -7.0 120.0 1 10000 S37.3

21 ヤードクレーン桟橋 富 士 電 機 -3.0 16.0 300Ｇ/Ｔ S37.3

・ 22 480D/WＤＩＣ千葉岸壁 Ｄ Ｉ Ｃ -2.9 75.0 480 S37

・ 23 2000D/WＤＩＣ千葉桟橋 Ｄ Ｉ Ｃ -5.4 138.0 1 2000 S43 化学薬品

24 不二サッシ岸壁 不 二 サ ッ シ -9.5 215.0 1 10000 S44 木製品

25 東京鉄骨橋梁Ａ岸壁 東 京 鉄 骨 橋 梁 -6.0 95.0 1 3000

26 東京鉄骨橋梁Ｂ岸壁 東 京 鉄 骨 橋 梁 -4.0 134.0 2 500

27 北西岸係船桟橋 三 井 造 船 -9.0 398.0 1 270000 S47 鉄鋼,金属製品

28 第３係船桟橋 三 井 造 船 -9.0 34.6 1 90000Ｇ/Ｔ S38

29 プレジャーボード船揚場 三 井 造 船 -4.0 45.0

欄外の・印は危険物埠頭

埠頭名称 管 理 者
水深
(m)

延長
(ｍ)

ﾊﾞｰｽ数 対象船舶
荷役機械

併用開始 備考
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機械名 能力 基数

1 五井２号物揚場 千 葉 県 -3.0 130.0 300 S43.9

2 五井１号物揚場 千 葉 県 -3.0 120.0 300 S43.9

3 五井３号物揚場 千 葉 県 -3.0 112.0 300 S59.12

4 養老川１号物揚場 千 葉 県 -4.0 200.0 500 S42

5 養老川２号物揚場 千 葉 県 -4.0 120.0 500 S42

6 養老川３号物揚場 千 葉 県 -3.0 250.0 300 S42

7 養老川４号物揚場 千 葉 県 -3.0 50.0 190 S42

・ 8 千葉港廃油処理場２号桟橋 千 葉 県 -5.5 72.0 2000 ローディングアーム 800m3/h 1 S45.9

9 千葉港廃油処理場１号桟橋 千 葉 県 -4.0 38.0 500 ローディングアーム 500m3/h 1 S45.9

・ 1 旭硝子４号桟橋 旭 硝 子 -8.0 121.0 1 2000 化学薬品

・ 2 旭硝子３号桟橋 旭 硝 子 -8.0 176.0 1 5000 S42

・ 3 旭硝子２号桟橋 旭 硝 子 -3.0 65.0 2 300 S34 化学薬品

4 旭硝子１号桟橋 旭 硝 子 -4.5 60.0 1 500 S39

・ 5 旭硝子製品岸壁 旭 硝 子 -4.5 117.0 1 3000 S34 化学薬品

・ 6 旭硝子ドルフィン桟橋 旭 硝 子 -12.5 245.0 1 50000 アンローダー 13.5t 2 S47 原塩

・ 7 ＪＮＣ石油化学Ａバース Ｊ Ｎ Ｃ 石 油 化 学 -5.5 32.0 1 2000 Ｈ９ 化学薬品

ＪＮＣ石油化学Ｂバース Ｊ Ｎ Ｃ 石 油 化 学 -5.0 65.0 1 999 S37 化学薬品

8 岩谷瓦斯ドルフィン 岩 谷 瓦 斯 -5.0 99.6 1 1200G/Ｔ S48.4 ＬＰＧタンカー

・ 9 　　　（削除）

・ 10 コスモＰＲ７桟橋 コ ス モ 石 油 -7.0 87.0 1 1500 ﾎｰｽﾃﾞﾘｯｸ,ﾛｰﾃﾞィﾝｸﾞｱｰﾑ,ｺﾞﾑ耐圧ﾎｰｽ 100～300t/h500kl/h 9 S36.12 石油製品

・ 11 コスモＰＲ６桟橋 コ ス モ 石 油 -4～-5 87.0 2 500

・ 12 コスモＰＲ５桟橋 コ ス モ 石 油 -7.0 106.0 2 1000 ｺﾞﾑ耐圧ﾎｰｽ,ﾛｰﾃﾞィﾝｸﾞｱｰﾑ,ﾎｰｽﾃﾞﾘｯｸ 70～150t/h0.8ｔ 4 S37 石油製品

・ 13 コスモＰＲ４桟橋 コ ス モ 石 油 -7.0 110.0 2 2000 ローディングアーム 120･160t/h500kl/h 11 S37 石油製品

・ 14 コスモＰＲ２桟橋 コ ス モ 石 油 -12.0 105.0 1 50000 ホースデリック 6t 4 S36.12 石油製品

15 コスモＰＲ１桟橋 コ ス モ 石 油 -7.0 103.0 2 2000 ローディングアーム 700ｋｌ/ｈ 8 S43 石油製品

16 コスモＰＲ０桟橋 コ ス モ 石 油 -7.0 153.0 2 5000 ローディングアーム 700ｋｌ/ｈ 10 S43 石油製品

18 　　　（削除）

・ 19 コスモＰＲ１０桟橋 コ ス モ 石 油 -13.0 395.0 1 100000 ローディングアーム 300t/h3000kl/h 5 S46.12 石油製品

・ 20 コスモＰＲ１５桟橋 コ ス モ 石 油 -8.5 146.0 2 8000 ローディングアーム 1200ｋｌ/ｈ 9 S49.11 石油製品

・ 21 コスモＰＲ１４桟橋 コ ス モ 石 油 -8.5 146.0 2 13500 ローディングアーム 1200ｋｌ/ｈ 8 S45 石油製品

・ 22 コスモＰＲ１３桟橋（Ａ） 丸 善 石 油 化 学 -6.0 113.0 1 500 ローディングアーム 200ｋｌ/ｈ 2 S44.4 石油製品

・ 23 コスモＰＲ１３桟橋（Ｂ） 丸 善 石 油 化 学 -7.0 117.0 1 3300 ローディングアーム 200～364kl180t/h 10 S44.4 石油製品

・ 24 コスモＰＲ１２桟橋 丸 善 石 油 化 学 -6.0 93.0 1 1000 ローディングアーム 200～300ｋｌ 6 S44.4 石油製品

・ 25 コスモＰＲ１１桟橋 コ ス モ 石 油 -5.3 125.0 2 1000 S44 石油製品

・ 26 デンカ第１岸壁 デ ン カ -5.5 116.0 1 2000 ローディングアーム 120ｔ/ｈ 1 S39 化学薬品

・ 27 デンカ第２岸壁 デ ン カ -6.0 165.0 1 3000 ローディングアーム 100～200ｔ/h 3 S56 化学薬品

・ 28 ＫＨＮＣデンカ丸善共同桟橋北側 K H ネ オ ケ ム -12.0 170.0 2 20000 ローディングアーム 500kl/h 150T/h 4 S44 石油製品

29 ＫＨＮＣﾃﾞﾝｶ･丸善共同桟橋（北側を除く） K H ネ オ ケ ム -6.5 180.0 1 3000 S40.11

30 宇部矢板岸壁（１） 宇 部 興 産 -17.7 120.0 1 3000 S38

31 宇部係船電ドルフィン 宇 部 興 産 -12.0 149.0 1 36790 H4

32 宇部矢板岸壁（２） 宇 部 興 産 -6.0 135.0 1 499 パイプライン 370ｔ/ｈ 6 S38 セメント

・ 33 ＫＨＮＣ日槽共同岸壁 K H ネ オ ケ ム -6.5 180.0 2 3000 S44

34 東電五井物揚場 東 京 電 力 五 井 火 力 -5.0 64.0 5000 S38

35 コスモＰＲ３桟橋 コ ス モ 石 油 -5.0 60.0 1 5000 S36

欄外の・印は危険物埠頭

埠頭名称 管 理 者
水深
(m)

延長
(ｍ)

ﾊﾞｰｽ数 対象船舶
荷役機械

併用開始 備考

JNC石油化学

KHネオケム

デンカ

JXTGエネルギー
東京電力ﾌｭｴﾙ&ﾊﾟﾜｰ

五井火力発電所
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機械名 能力 基数

・ 1 ＪＳＲ桟橋 Ｊ Ｓ Ｒ -7.0 250.0 1 5000 ローディングアーム 2６00ｔ/ｈ 2 S42 石油製品

・ 2 東燃製品出荷桟橋1号～2号 JXTG ｴ ﾈ ﾙ ｷ ﾞ ｰ -8.0 148.0 2 5900 ローディングアーム 800ｋｌ/ｈ 2 S42.3 原油

・ 3 東燃製品出荷桟橋3号～9号 JXTG ｴ ﾈ ﾙ ｷ ﾞ ｰ -7.0 401.5 7 4000 ローディングアーム 400～500ｋｌ 7 S47 石油製品,重油,原油

・ 4 東燃製品出荷桟橋12号～15号 JXTG ｴ ﾈ ﾙ ｷ ﾞ ｰ -16.0 381.0 4 2000 ローディングアーム 600～1000 4 S56 石油製品

・ 5 東燃製品受入桟橋 JXTG ｴ ﾈ ﾙ ｷ ﾞ ｰ -15.0 375.0 1 85000 ローディングアーム 4000～6000 3 S55 原油

・ 6 東レ１０号，１１号バース 東 レ -5.0 206.0 2 1300 ローディングアーム 800～1580ｔ 3 S47 重油

・ 7 三井７号桟橋 三 井 化 学 -9.0 175.0 1 10000 ローディングアーム 400ｋｌ/ｈ 2 S57

・ 8 三井１，２，３号岸壁 三 井 化 学 -4.5～-5.5 355.0 3 2000 ﾛｰﾃﾞィﾝｸﾞｱｰﾑ,ﾌﾚｼｷﾌﾞﾙﾎｰｽ 100～1000ｔ 7 S42.3 石油製品

・ 9 三井４号桟橋 三 井 化 学 -5.5 85.0 1 1450 ローディングアーム 100～700t/h 19 S44.10 化学薬品,石油製品

・ 10 三井５，６号桟橋 三 井 化 学 -6.0 100.0 2 2600 ﾛｰﾃﾞィﾝｸﾞｱｰﾑ,ﾌﾚｼｷﾌﾞﾙﾎｰｽ 150ｔ/ｈ 2 S44.8 化学薬品,石油製品

・ 11 出光Ｇ岸壁 出 光 興 産 -5.0 475.9 5 1600 70～700ｔ/h 18 S52 石油製品

・ 12 出光２２，２３バース 出 光 興 産 -5.0 170.0 2 1650 S46 石油製品,重油

14 出光１８，１９バース 出 光 興 産 -5.0 190.0 2 2000 S42 石油製品,重油

16 出光１４，１５バース 出 光 興 産 -5.0 184.0 2 1500 走行式高脚ジブクレーン 5ｔ 1 S42 石油製品,重油

・ 17 出光１３バース 出 光 興 産 -5.0 89.0 1 1900 S38 石油製品,重油

・ 18 出光6,7,8,9,10,11,12ﾊﾞｰｽ 出 光 興 産 -5.0 406.0 6 2600 S38 石油製品,重油

19 出光５バース 出 光 興 産 -5.0 67.0 1 1000 S38 石油製品,重油

・ 21 出光１，２，３バース 出 光 興 産 -6.6 260.0 3 4400 S38 石油製品,重油

・ 22 出光第３原油桟橋 出 光 興 産 -11.0 96.0 1 20000 S38 石油製品,重油

・ 23 出光第２原油桟橋 出 光 興 産 -16.0 352.0 1 80000 S37 石油製品,重油

24 出光第１原油桟橋 出 光 興 産 -16.0 410.0 1 101600 S37 石油製品,重油

・ 26 ５８００ＤＷＴ桟橋 東京電力姉崎火力 -8.0 145.0 1 5000 原油

・ 28 ５００００ＤＷＴ級ＬＰＧ桟橋 東京電力姉崎火力 -14.0 360.0 1 50000

・ 29 住友Ｅバース 住 友 化 学 -7.5 115.0 1 2000 ローディングアーム 350ｔ/h 6 S41 化学製品

・ 30 住友Ｄバース 住 友 化 学 -7.5 115.5 1 3000 ローディングアーム 120～300t/h 6 S41 化学製品

・ 31 住友Ｃバース 住 友 化 学 -7.5 105.0 1 2000 ローディングアーム 300～450t/h 6 S41 化学製品

32 住友Ａ，Ｂバース 住 友 化 学 -6.0 170.0 2 1000 移動式ｸﾚｰﾝ 60t/h 2 S45 合成樹脂

34 日本板硝子㈱千葉事業所岸壁 日 本 板 硝 子 -7.5 250.0 1 5000Ｇ/Ｔ 門型水平引込みクレーン S46 珪砂

35 ＪＦＥ姉崎Ａ・Ｂ岸壁 Ｊ Ｆ Ｅ 鋼 管 （ 株 ） -6.0 178.0 1 3500 S45 鉄鋼

36 京義姉崎A岸壁 京 義 倉 庫 -6.0 108.0 1 2000

37 京義姉崎B岸壁 京 義 倉 庫 100.0 1

・ 39 姉崎6号バース 出 光 興 産 -10.0 181.0 1 14000 H7 石油製品

欄外の・印は危険物埠頭

埠頭名称 管 理 者
水深
(m)

延長
(ｍ)

ﾊﾞｰｽ数 対象船舶
荷役機械

併用開始 備考

J
X
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G
エ
ネ
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ー

東
京
電
力
フ
ュ
エ
ル
＆

パ
ワ
ー
姉
崎
火
力
発
電
所
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機械名 能力 基数

・ 1 袖ケ浦埠頭今井Ａ～Ｅ岸壁 千 葉 県 -5.5 600.0 5 2000 S48.11

2 袖ケ浦埠頭１号物揚場 千 葉 県 -3.0 270.0 300 S49

3 袖ケ浦埠頭２，３号物揚場 千 葉 県 -4.0 340.0 500 S49.11

4 袖ケ浦埠頭Ａ１～Ａ３岸壁 千 葉 県 -5.5 270.0 3 2000 S49.11

5 袖ケ浦埠頭Ｂ岸壁 千 葉 県 -4.5 91.0 1 700 S49.1

6 袖ケ浦埠頭Ｃ１～Ｃ３岸壁 千 葉 県 -4.5 210.0 3 700 S49.1

7 袖ケ浦埠頭Ｄ１～Ｄ３岸壁 千 葉 県 -4.5 180.0 3 700 S50

8 袖ケ浦埠頭Ｅ１～Ｅ４岸壁 千 葉 県 -5.5 320.0 4 2000 S50

9 袖ケ浦埠頭Ｆ１岸壁 千 葉 県 -7.5 149.0 1 5000 S60

10 袖ケ浦埠頭Ｆ２岸壁 千 葉 県 -7.5 130.0 1 5000 H1

11 袖ケ浦船溜物揚場 千 葉 県 -4.0 143.0 防災船500 S55

12 袖ケ浦埠頭Ｆ３岸壁 千 葉 県 -7.5 140.0 1 5000D/W H7

1 住友Ｆ，Ｇﾊﾞｰｽ 住 友 化 学 -4.5/-6.0 71.0/68.0 2 500/1000 S46 合成樹脂

・ 2 住友Ｉﾊﾞｰｽ 住 友 化 学 -6.0 92.0 1 1200 ローディングアーム 200t/h 2 S51 化学製品

・ 3 住友Ｊﾊﾞｰｽ 住 友 化 学 -6.0 110.4 1 2500 ローディングアーム 200～300t/h 5 S45 化学製品

・ 4 住友Ｋﾊﾞｰｽ 住 友 化 学 -6.0 99.0 1 3000 ローディングアーム 50～400t/h 6 S43 化学製品

・ 5 住友Ｌﾊﾞｰｽ 住 友 化 学 -6.0 98.0 1 3000 ローディングアーム 300～400t/h 5 S44 化学製品

・ 6 住友Ｍﾊﾞｰｽ 住 友 化 学 -6.0 101.0 1 3000 ローディングアーム 300～600t/h 2 S44 化学製品･化学原料

・ 7 富士石油５号桟橋Ａ 富 士 石 油 -6.5 478.0 3 3000 ローディングアーム 100～1000t/h 15 S47 重油

・ 8 富士石油５号桟橋Ｂ 富 士 石 油 -7.5 125.0 1 6000 S51 石油製品

・ 9 （削除）

・ 10 富士石油３号桟橋 富 士 石 油 -7.5 234.0 2 5000 ローディングアーム 250～600t/h 6 S43.10 石油製品

・ 11 富士石油２号桟橋 富 士 石 油 -7.5 234.0 2 5000 ローディングアーム 600～1000t/h 6 S43.10 原油

・ 12 富士石油１号桟橋 富 士 石 油 -7.8 241.0 2 6000 ローディングアーム 800～1200t/h 4 S54 石油製品

・ 13 富士石油１２万ｔ桟橋 富 士 石 油 -16.0 420.0 1 120000 ローディングアーム 1000～2200t/h 6 S45 原油

15 住友Ｔﾊﾞｰｽ 住 友 化 学 -6.0 223.0 2 1000/4000 ローディングアーム 50～400t/h 4 S45 化学製品

・ 16 住友Ｓﾊﾞｰｽ 住 友 化 学 -6.0 223.0 2 1000/3000 ローディングアーム 120～500t/h 10 S45 化学製品

17 住友Ｒﾊﾞｰｽ 住 友 化 学 -6.0 70.0 1 300 S45 岸壁

18 住友Ｑﾊﾞｰｽ 住 友 化 学 -6.0 80.0 1 1000 S45 岸壁

・ 19 住友Ｐﾊﾞｰｽ 住 友 化 学 -6.0 90.0 1 2000 ローディングアーム 400t/h 1 S45 化学製品

・ 20 住友Ｏﾊﾞｰｽ 住 友 化 学 -10.5 251.0 1 33500 ローディングアーム 200～1000t/h 4 S45 化学製品･化学原料

21 北袖ＣＮＤバース 大東・ﾁﾖﾀﾞ・日本磁力 -9.0 168.0 1 22200 S62 その他金属

22 日本燐酸Ａ岸壁 日 本 燐 酸 -10.5 260.0 1 30000 アンローダー 375t/h 1 S44.3 化学薬品

・ 23 日本燐酸Ｃ岸壁 日 本 燐 酸 -5.5 320.0 2 2000 S44.3 化学肥料

・ 24 日本燐酸Ｂ岸壁 日 本 燐 酸 -6.5 115.0 1 2400 S44.3 化学薬品

25 長浦積出ヤード 東 亜 建 設 工 業 -4.5 170.0 199G/T S48 砂利、砂

26 荏原製作所№１岸壁 荏 原 製 作 所 -6.0 126.0 1 3000 S48 その他機械

27 住友大阪セメント岸壁 住 友 大 阪 セ メ ン ト -7.5 214.0 3 7061G/T S52 セメント

28 伊藤忠袖ケ浦木材埠頭 シ ー ア イ ウ ッ ド -12.0 221.0 1 45000 S49 原木

・ 29 東京ガス袖ケ浦LNG基地LNG出荷バース 東 京 ガ ス -6.5 35.0 1 2000DWT級 ローディングアーム H17

・ 30 東京ガス袖ケ浦LNG基地１号LNGバース 東 京 ガ ス -14.0 85.0 1 42000DWT級 アンローディングアーム 500kl/h 1 S48 石油製品

31 物揚場護岸 東 京 電 力 袖 ケ 浦 -10.0 96.0 1 1000 S48 鉄鉱石

・ 32 出光興産袖ケ浦桟橋 東 京 電 力 袖 ケ 浦 -8.0 160.0 1 5000 S49

33 出光№１バース 出光 ﾊ ﾞ ﾙ ｸ ﾀ ｰ ﾐ ﾅ ﾙ -14.0 361.0 1 87000 連続式アンローダー 1200t/h 1 S61

34 出光№３バース 出光 ﾊ ﾞ ﾙ ｸ ﾀ ｰ ﾐ ﾅ ﾙ -7.5 212.0 1 7200 シップローダー 2400t/h 1 S61 石炭

・ 35 旭化成袖ケ浦岸壁 旭 化 成 -6.0 243.0 1 1500 S49 化学薬品

・ 36 富士石油６号岸壁 富 士 石 油 -4.5 100.0 1 500 S42 石油製品

・ 37 東京ガス袖ケ浦LNG基地２号LNGバース 東 京 ガ ス -14.0 111.0 1 74000DWT級 アンローディングアーム S52

・ 38 京葉シーバース（東・西バース） 京 葉 シ ー バ ー ス -20.5 470.0 2 300000DWT級 ローディングアーム 12000 6 S43.8 原油

39 王子製紙袖ケ浦岸壁 王 子 製 紙 -12.0 180.0 1 30000 S50 原木

・ 40 東京ガス袖ケ浦LNG基地３号LNGバース 東 京 ガ ス -14.0 124.0 1 85000DWT級 アンローディングアーム 500kl/h 1 S58 石油製品

41 東京ガス袖ケ浦LNG基地バージバース 東 京 ガ ス -6.5 35.0 1 3000DWT級 アンローディングアーム 500kl/h 1 S48 石油製品

42 荏原製作所№２岸壁 荏 原 製 作 所 -4.5 100.0

欄外の・印は危険物埠頭

埠頭名称 管 理 者
水深
(m)

延長
(ｍ)

ﾊﾞｰｽ数 対象船舶
荷役機械

併用開始 備考

旭化成

東京電力フュエル＆パ

ワー袖ケ浦火力発電所
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機械名 能力 基数

1 吉野石膏南袖バース 吉 野 石 膏 -12.0 246.0 1 42900 H1 石膏

2 巴コーポ－レーション岸壁 巴コーポレーシ ョン -5.5 152.0 1 2000 H3

3 横河ブリッジ岸壁 横 河 ブ リ ッ ジ -5.5 172.0 1 10000 S58 金属製品

5 小湊造船艤装岸壁 小 湊 造 船 -4.5 80.0 2 700G/T S55

6 吉田組南袖岸壁 吉 田 組 -6.5 190.0 2 3726G/T S54

7 国土総合建設奈良輪岸壁 国 土 総 合 建 設 -6.0 75.0 1 10000 S53

8 五洋奈良輪作業船基地 五 洋 建 設 -5.5 150.0 1 5000 S50

9 若築奈良輪岸壁 若 築 建 設 -6.0 150.0 1 8200 S52

10 東洋奈良輪岸壁 東 洋 建 設 -6.0 150.0 1 2300 S55

11 りんかい日産建設岸壁 り ん か い 日 産 建 設 -6.0 85.0 1 2313G/T S53

12 東亜袖ケ浦機材センター 東 亜 建 設 工 業 -6.0 330.0 1 7000 S53

14 みらい建設工業係船岸壁 み ら い 建 設 -6.0 150.0 4 2000 S52

15 佐伯建設奈良輪岸壁 佐 伯 建 設 工 業 -5.5 150.0 1 3200 S52

16 鈴木安太郎商店桟橋 鈴 木 安 太 郎 商 店 -7.5 70.0 5177 S63

17 太平洋セメント奈良輪岸壁 太 平 洋 セ メ ン ト -5.5 90.0 1 2095 S63

19 太平洋セメント南袖岸壁 太 平 洋 セ メ ン ト -12.0 108.0 1 10000 S62

20 双日南袖桟橋 双 日 -12.0 229.0 1 33026 石膏

22 小湊造船第１，２，３船揚場 小 湊 造 船 -4.5～-5.5 305.0 499～999G/T S55

23 東物揚場 小 湊 造 船 -3.0 60.0 300～500 S55

24 三幸係留施設 ( 有 ) 三 幸 -7.5 40.0 H13 船舶解撤

欄外の・印は危険物埠頭

ﾊﾞｰｽ数 対象船舶 併用開始埠頭名称 管 理 者
水深
(m)

延長
(ｍ)

備考
荷役機械

りんかい日産建

ＮＩＰＰＯ

鈴木安太郎

商店

佐伯建設

工業
太平洋

セメント

双 日
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機械名 能力 基数

1 内港物揚場 千 葉 県 -3.0 415.0 300

2 東桟橋 千 葉 県 -3.0 38.0 300 S12

3 中央桟橋 千 葉 県 -3.0 100.0 300 S27

4 西桟橋 千 葉 県 -3.0 36.0 300 S12

5 新宿船揚場（１） 千 葉 県 -1.3 168.0 5G/T S49

6 新宿船揚場（２） 千 葉 県 -1.0 12.0 10G/T S52

7 定係場 千 葉 県 -3.0 54.0 50G/T

8 定係場桟橋 千 葉 県 -2.0 72.0 50G/T S63

9 木更津埠頭Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ岸壁 千 葉 県 -5.5 360.0 4 2000 S52

10 木更津埠頭物揚場 千 葉 県 -4.0 362.0 500 S47

11 木更津埠頭Ｅ岸壁 千 葉 県 -7.5 130.0 1 5000 S55

12 木更津埠頭Ｆ岸壁 千 葉 県 -7.5 130.0 1 5000 S55

13 潮浜Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ岸壁 千 葉 県 -4.5 288.0 4 700 S61

15 第２定係場桟橋 千 葉 県 -2.0 42.0 20G/T S54

16 小型船桟橋（１）（２）（３） 千 葉 県 -1.5 90.0 6 10G/T S59

17 吾妻物揚場 千 葉 県 -2.0 239.0 H3

18 江川物揚場 千 葉 県 -2.0 40.0 5G/T S63

19 江川船揚場 千 葉 県 -2.0 40.0 5G/T S62

20 通船浮桟橋 千 葉 県 -2.0 30.0 2 30G/T S62

21 木更津港官公庁船用浮桟橋 千 葉 県 -3.0 80.0 2 200G/T H4

22 木更津埠頭G,H岸壁 千 葉 県 -12.0 500.0 2 30000

3 丸和Ａ及びＢバース 丸 和 建 材 社 -4.5 92.0 2 700 ミキシング＆ローダー 100t/h 1 H1

4 堀江岸壁 堀 江 商 店 -4.5 85.0 1 450

・ 5 木材港ドルフィン 木更津木材港団地協同組合 -10.0 500.0 2 15000 S49 重油

6 トーヨーカネツ岸壁 ト ー ヨ ー カ ネ ツ -4.5 350.0 3 490 橋型クレーン 30t 3 S49 原木

8 木更津飛行場桟橋 在 日 米 国 海 軍 -2.0 100.0 2 起重機（米軍専用） 20ｔ 1 S13 鉄鉱石、石炭

9 岸壁 共栄海運・共栄運輸 -4.5 52.7 1 550 S48

10 岸壁 ｼﾞｬﾊﾟﾝｸﾘｰﾝﾃｯｸ・大川海運 -4.5 70.0 1 700 S48

11 岸壁 三栄港運・中央航運 -4.5 70.0 1 700 S48

12 中の島ﾖｯﾄ係船敷 木更津市 ﾖ ｯ ﾄ 協 会 -1.8 68 20G/T

13 貝渕船溜船揚場 木 更 津 市 -1.0 341.0 1G/T

埠頭名称 管 理 者
水深
(m)

延長
(ｍ)

備考
荷役機械

欄外の・印は危険物埠頭

ﾊﾞｰｽ数 対象船舶 併用開始
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機械名 能力 基数

1 東岸壁12,13号ﾊﾞｰｽ 新 日 鐵 住 金 -4.5 373.0 3 1120/2000 　 　 　 　 鉄鋼

2 東岸壁8,9,10,11号ﾊﾞｰｽ 新 日 鐵 住 金 -5.5 569.0 4 3000 橋型ﾛｰﾌﾟﾄﾛﾘｰｸﾚｰﾝ 12ｔ,18ｔ 2 S46 鉄鋼

3 東岸壁7号ﾊﾞｰｽ 新 日 鐵 住 金 -5.5 130.0 1 3000 水平引込式ｸﾚｰﾝ,橋型ﾛｰﾌﾟﾄﾛﾘｰｸﾚｰﾝ 15ｔ 2 S46 鉄鋼

4 東岸壁4,5,6号ﾊﾞｰｽ 新 日 鐵 住 金 -5.5 315.0 3 3000 橋型ｾﾐﾛｰﾌﾟﾄﾛﾘｰｸﾚｰﾝ 30ｔ 1 S46 鉄鋼

5 東岸壁2,3号ﾊﾞｰｽ 新 日 鐵 住 金 -11.0 480.0 2 40000･70000 橋型ｾﾐﾛｰﾌﾟﾄﾛﾘｰｸﾚｰﾝ 30ｔ 3 S46 鉄鋼

・ 6 中央岸壁2号ﾄﾞﾙﾌｨﾝ 新 日 鐵 住 金 -5.5 128.0 1 2000 S52 化学薬品

・ 7 中央岸壁1号ﾄﾞﾙﾌｨﾝ 新 日 鐵 住 金 -6.0 127.0 1 3000 S52 化学薬品

・ 8 中央岸壁3号ﾄﾞﾙﾌｨﾝ 新 日 鐵 住 金 -5.5 110.0 1 1495 ローディングアーム S52 化学薬品

9 ﾀｸﾞﾎﾞｰﾄ桟橋 新 日 鐵 住 金 -4.5 80.0 4 ﾀｸﾞﾎﾞｰﾄ S49

10 中央岸壁5号ﾄﾞﾙﾌｨﾝ 新 日 鐵 住 金 -8.5 135.0 1 9000 水平引込式ｱﾝﾛｰﾀﾞｰ 600t/h・500t/h 2 S43 鉄鋼副原料

11 中央岸壁6,７号ﾄﾞﾙﾌｨﾝ 新 日 鐵 住 金 -17.0/-19.0 654.0 2 150000･200000 橋型ｾﾐﾛｰﾌﾟﾄﾛﾘｰｱﾝﾛｰﾀﾞｰ･橋型ｸﾗﾌﾞﾄﾛﾘｰｱﾝﾛｰﾀﾞｰ 1500t/h･2500t/h 4 S43,S45 鉄鉱石・石炭

12 中央岸壁8号ﾄﾞﾙﾌｨﾝ 新 日 鐵 住 金 -19.0 422.0 1 310698 橋型ｸﾗﾌﾟﾄﾛﾘｰｱﾝﾛｰﾀﾞｰ,連続式ｱﾝﾛｰﾀﾞｰ 1500t/h･3500t/h 2 S50 鉄鉱石

13 中央岸壁10号ﾄﾞﾙﾌｨﾝ 新 日 鐵 住 金 -9.0 208.0 1 17250 　 S46 石灰石

14 中央岸壁11号ﾄﾞﾙﾌｨﾝ 君 津 共 同 火 力 -8.0 120.0 1 5000 S45 化学薬品

15 中央岸壁12号ﾄﾞﾙﾌｨﾝ 新 日 鐵 住 金 -8.0 120.0 1 5000 S49 重油

16 西岸壁11号ﾊﾞｰｽ 新 日 鐵 住 金 -11.0 439.0 3 7067 橋型ｸﾚｰﾝ 30t 1 H1 鉄鋼

17 西岸壁10号ﾊﾞｰｽ 新 日 鐵 住 金 -11.0 280.0 1 40000 橋型ｾﾐﾛｰﾌﾟﾄﾛﾘｰｸﾚｰﾝ 30ｔ 2 S49 鉄鋼

18 西岸壁9号ﾊﾞｰｽ 新 日 鐵 住 金 -11.0 235.0 1 30000 橋型ﾛｰﾌﾟﾄﾛﾘｰｸﾚｰﾝ 30ｔ･35ｔ 2 S45 鉄鋼

19 西岸壁7,8号ﾊﾞｰｽ 新 日 鐵 住 金 -11.0 500.0 2 30000 橋型ｾﾐﾛｰﾌﾟﾄﾛﾘｰｸﾚｰﾝ 20ｔ･30ｔ 3 S43 鉄鋼

20 西岸壁6号ﾊﾞｰｽ 新 日 鐵 住 金 -6.5 103.0 1 3000 天井クレーン 40ｔ 1 S42,S43 鉄鋼

21 西岸壁4,5ﾊﾞｰｽ 新 日 鐵 住 金 -6.5 200.0 2 3000 橋型ﾛｰﾌﾟﾄﾛﾘｰｸﾚｰﾝ 25ｔ 1 S42 鉄鋼

22 西岸壁3号ﾊﾞｰｽ 新 日 鐵 住 金 -5.5 130.0 1 ﾊﾞｰｼﾞ　700 天井クレーン 26.5ｔ･28ｔ 2 S40,39 鉄鋼

23 西岸壁1,2号ﾊﾞｰｽ 新 日 鐵 住 金 -5.5 215.0 2 2000 　 S43 鉄鋼

24 ﾌｪﾘｰ桟橋 新 日 鐵 住 金 -3.0 66.0 1 1800 S55

25 西岸壁12号ﾊﾞｰｽ 新 日 鐵 住 金 -11.0 187.0 1 10000

欄外の・印は危険物埠頭

埠頭名称 管 理 者
水深
(m)

延長
(ｍ)

併用開始 備考ﾊﾞｰｽ数 対象船舶
荷役機械

新日鐵住金

木更津木材港団地

協同組合
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図－14－３

　

機械名 能力 基数

1 富津物揚場 千 葉 県 -4.0 857.0 500 S60

2 富津埠頭Ａ，Ｂ，Ｃ岸壁 千 葉 県 -5.5 270.0 3 2000 S59

3 富津埠頭Ｄ岸壁 千 葉 県 -5.5 90.0 1 2000 H1

4 富津埠頭Ｅ岸壁 千 葉 県 -7.5 130.0 1 5000D/W H7

5 富津埠頭Ｆ岸壁 千 葉 県 -7.5 130.0 1 5000D/W H7

・ 1 東電LNGタンカーバース 東 京 電 力 富 津 -14.0 420.0 1 79000 S60

3 新日鐵住金産業廃棄物物揚場 新 日 鐵 住 金 -2.5 101.0 2 500 S58

4 新富岸壁物揚場 新 日 鐵 住 金 -2.5 199.0 1 台船6000D/W S60

5 ケーブル搬出用ドルフィン  日本ハイボルテージケーブル -7.5 210.0 1 5000 H4

6 さん橋 ア イ ・ エ ス ・ ビ ー -4.5 40.0 3 499G/T H4

7 東電岸壁 東 京 電 力 富 津 -2.6 163.0 499型内船舶

・ 8 東電第２LNGタンカーバース 東 京 電 力 富 津 -14.0 420.0 1 79000 H13

9 物揚場 ア イ ・ エ ス ・ ビ ー -3.5 51.0 1 400

欄外の・印は危険物埠頭

ﾊﾞｰｽ数 対象船舶 併用開始埠頭名称 管 理 者
水深
(m)

延長
(ｍ)

備考
荷役機械

アイテック

１ ２
３

４
５
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図－15 大型危険物専用バース（千葉港） 
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４ 石油精製等及び石油類屋外貯蔵タンク等の現況 

                               （平成２８年４月１日現在） 

 

３特別防災区域内には大量の危険物を貯蔵し取り扱い及び高圧ガスを処理する事業所が多数操業して

おり、特定事業所における石油の貯蔵・取扱量は２０，２２０千k でこの９８％が京葉臨海中部地区に

集中し、高圧ガスの処理量は２，２７８百万Ｎｍ3／日で、この９９％が京葉臨海中部地区に集中して

いる（貯蔵・取扱量は本編 第１編 第１章 表－１参照）。 

また、その他の物質を見ると、石油以外の第４類危険物が２９８千k 、第４類以外の危険物が   

１７５千ｔ、可燃性固体類２０７千ｔ、可燃性液体類３０３千ｍ3、高圧ガス以外の可燃性ガスが  

１７８百万Ｎｍ3／日であり、その他毒物７６９ｔ、劇物５４，３２４ｔを取り扱い貯蔵し又は処理し

ている。 

（１）石油精製等の現況 

本県の特別防災区域のうち京葉臨海中部地区には、コスモ石油、ＪＸＴＧエネルギー、出光興産

（以上市原市）、富士石油（袖ケ浦市）の４石油精製事業所が立地し、その石油精製能力は下表の

とおり 日産７５．８万バーレルに達し、各関連石油化学事業所等へ原料供給を行っている。 

 

事   業   所   名 石油精製能力k ／日（バーレル／日） 

コ ス モ 石 油 ㈱ 千 葉 製 油 所  38,160 （220,000） 

ＪＸＴＧエネルギー㈱ 千 葉 製 油 所  24,168 （152,000） 

出 光 興 産 ㈱ 千 葉 製 油 所  34,980 （200,000） 

富 士 石 油 ㈱ 袖 ケ 浦 製 油 所  22,737 （143,000） 

 

また、エチレン製造事業所は丸善石油化学、三井化学、出光興産及び京葉エチレンの４社で、こ

の製造能力は下表のとおりである。 

 

事   業   所   名 製 造 能 力 （ｔ／年） 

丸 善 石 油 化 学 ㈱ 千 葉 工 場  117.00万 

三 井 化 学 ㈱ 市 原 工 場  55.30万 

出 光 興 産 ㈱ 千 葉 工 場  37.40万 

※丸善石油化学㈱千葉工場の製造能力には、京葉エチレン㈱の製造能力を含む。 

 

（２）石油類屋外貯蔵タンク等の現況（表－６参照） 

特別防災区域内における石油類屋外貯蔵タンク数は、３，０１７基である。 

また、高圧ガス等貯槽は特別防災区域内では３３４基である。 

特別防災区域内の容量別石油類屋外貯蔵タンクを見ると、１０万k 以上のタンクは原油タンク  

１１万４，２００k （直径９０．１ｍ、高さ２０．０７ｍ）を筆頭に４基が京葉臨海中部地区に存

在している。 
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さらに、５万k 以上１０万k 未満のタンクも京葉臨海中部地区にのみ所在し、４製油所を中心に 

特別防災区域全体で９８基存在している。それ以下は１万k 以上５万k 未満が１６６基、千k 以上  

１万k 未満が５６１基であり、特別防災区域内での千k 未満屋外貯蔵タンクは２，１８８基が設置

されて いる。 

平成２８年４月１日現在の石油高圧ガス等貯蔵タンクの現況は表－６のとおりである。 

また、危険物施設等の耐震性については、消防法をはじめ高圧ガス保安法、建築基準法などの 

耐震設計によっているが、事業所自体の上のせを含め、具体的にどのような耐震設計によって  

いるかの実態調査を行った結果、設計水平震度は０．２から０．５までの数値が採用されており、

個々には関係法令によるもののほか、一部上のせがみられる。 

 

 

 

５ 防災関係機関等の消防力の現況 

本県では特別防災区域を６消防本部（局）が所管し、これらに隣接した沿岸部は４消防本部の管轄と

なっている。 

一方特別防災区域内の特定事業所において、石災法に基づき設置している自衛防災組織は71組織、 

共同防災組織は陸上、海上合わせて１１組織あり、共同防災組織のうち１組織は、大容量泡放射システ

ムに係るものである。 

なお、平成２８年４月１日現在の防災関係機関等の防災資機材等消防力の現況は表－７のとおりであ

り、タンク火災等に備え、県、関係市及び石油コンビナート等特別防災区域協議会が共同で備蓄してい

る 泡消火薬剤の量は表－８のとおりである。 

また、石油連盟では、大規模石油災害時に「石油連盟油濁防除資機材貸出約款」の手続きに基づき、

災害関係者の要請により無償で貸し出せる油濁防除資機材を国内６ケ所、海外５ケ所に配備している。

千葉県市原市に配備している資機材の一覧は表－９のとおりである。 

 

 



区分

区分 区分 ｶﾞｽ種別

容量 直径 容量

1,000KL未満 4 194 198 24 ｍ 未 満 7 205 212 100 ｔ 未 満

1,000KL以上
1 万 ｋ ｌ 未 満

4 11 15
24 ｍ 以 上
34 ｍ 未 満

1 1
100 ｔ 以 上
500 ｔ 未 満

1 万 KL 以 上
5 万 KL 未 満

4   4
34 ｍ 以 上
50m 未 満

4   4
500 ｔ 以 上
1,000 ｔ 未満

2 2

5 万 KL 以 上
10万KL未満

50 ｍ 以 上
60m 未 満

1,000 ｔ 以上
5,000 ｔ 未満

1 1

10万KL以上 ６０ｍ以上 5,000 ｔ 以上

計 12 205 217 計 12 205 217 計 3 3

1,000KL未満 35 5 1,907 1,947 24 ｍ 未 満 119 73 2,135 2,327 100 ｔ 未 満 24 5 29 1 19 13 91

1,000KL以上
1 万 ｋ ｌ 未 満

94 120 324 538
24 ｍ 以 上
34 ｍ 未 満

10 57 98 165
100 ｔ 以 上
500 ｔ 未 満

2 5 40 1 2 4 54

1 万 KL 以 上
5 万 KL 未 満

12 53 97 162
34 ｍ 以 上
50m 未 満

11 45 73 129
500 ｔ 以 上
1,000 ｔ 未満

63 2 6 71

5 万 KL 以 上
10万KL未満

1 93 4 98
50 ｍ 以 上
60m 未 満

1 22 23
1,000 ｔ 以上
5,000 ｔ 未満

2 62 3 13 80

10万KL以上 4 4 ６０ｍ以上 1 100 4 105 5,000 ｔ 以上 2 19 1 22

計 142 275 2,332 2,749 計 142 275 2,332 2,749 計 30 10 213 2 27 36 318

LPG LNG

京
葉
臨
海
中
部
部
地
区

屋外貯蔵タンクの直径別基数(石油）

表-６　石油高圧ガス等貯蔵タンクの現況
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区分

区分 区分 ｶﾞｽ種別

容量 直径 容量

1,000KL 未 満 43 43 24 ｍ未満 2 47 49 100 ｔ 未 満 6 6 12

1,000KL以上1
万 ｋ ｌ 未 満

2 6 8
24 ｍ以上
34 ｍ未満

2 2
100 ｔ 以 上
500 ｔ 未 満

1 万 KL 以 上
5 万 KL 未 満

34 ｍ以上
50m 未 満

500 ｔ 以 上
1,000ｔ未満

5 万 KL 以 上
10 万 KL 未満

50 ｍ以上
60m 未 満

1,000ｔ以上
5,000ｔ未満

10 万 KL 以上 ６０ｍ以上 5,000ｔ以上

計 2 49 51 計 2 49 51 計 6 6 12

1,000KL 未 満 39 5 2,144 2,188 24 ｍ未満 128 73 2,387 2,588 100 ｔ 未 満 30 5 35 1 19 13 103

1,000KL以上1
万 ｋ ｌ 未 満

100 120 341 561
24 ｍ以上
34 ｍ未満

11 57 100 168
100 ｔ 以 上
500 ｔ 未 満

2 5 40 1 2 4 54

1 万 KL 以 上
5 万 KL 未 満

16 53 97 166
34 ｍ以上
50m 未 満

15 45 73 133
500 ｔ 以 上
1,000ｔ未満

65 2 6 73

5 万 KL 以 上
10 万 KL 未満

1 93 4 98
50 ｍ以上
60m 未 満

1 22 23
1,000ｔ以上
5,000ｔ未満

2 64 3 13 82

10 万 KL 以上 4 4 ６０ｍ以上 1 100 4 105 5,000ｔ以上 2 19 1 22

計 156 275 2,586 3,017 計 156 275 2,586 3,017 計 36 10 223 2 27 36 334
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表－７　防災関係機関・特定事業所等の消防力の現況

た

ん

白

ふ

っ
化
た
ん
白

界

面

活

性

剤

単位 人 基 基 着 個 ｍ 基

260 13.4 13.4

国 0.2 0.2

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 260 0 0 0 0 0 0 13.6 13.6 0.0 0.0 0.0 0.0

1,320 102.2 20.0 82.2

5,266 0.0

防 県 4,960 0.0

災 330 0.0

関 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11876 0 0 0 0 0 0 102.2 0.0 0.0 0.0 20.0 82.2

係 512      1 1 14 1 3 1 10 99 40 1 8.4 4.0 4.4

公 959 1 1 1 50 5 30 41 30 264 400 1 58.6 2.1 51.9 4.6

共 374 2 2 2 1 16 3 20 11 213 66.0 34.9 31.1

機 123 1 1 1 1 5 7 1 10 46 16.3 16.3

関 180 8 1 1 3 2 3 53 1.0 0.5 0.5

161 1 1 8 2 2 1 3 53 8.6 8.6

2,309 4 4 6 2 2 101 7 0 9 63 45 67 728 440 0 0 2 0 0 0 158.8 0.0 0.0 41.0 61.0 56.8

北 132 14 3 6 2,580 1 6 6 40.0 28.5 9.0 2.5

特 部 55 1 1 1 1 2 810 1 55.4 11.2 44.2

定 中 1,971 9 2 3 2 22 3 2 311 11 142 821 30,916 2 9 45 62 642.8 246.6 124.3 90.0 34.0 147.9

事 部 711 5 4 8 4 13 9 23 36 2,970 3 1 2 117.9 41.0 45.7 29.2 2.0

業 南 28 1 1 8 1 5 33 1,440 3 3 20.7 10.0 4.9 5.8

所 部 22 1 1 1 1 1 540 1 11.2 11.2

等 小 2,131 9 2 3 2 23 3 2 0 1 333 12 150 860 34,936 2 0 0 10 54 71 703.5 285.1 133.3 94.9 39.8 150.4

計 788 5 4 10 6 0 0 0 0 0 14 10 25 39 4,320 5 1 0 0 0 0 2 184.5 41.0 56.9 73.4 13.2 0.0

182.2 76.6 80.3 25.3

5,228 18 10 19 10 25 104 9 0 10 410 67 242 1627 51,832 7 1 2 10 54 71 2 1344.7 416.3 190.2 289.6 159.3 289.4

（備考）

県防災危機管理部所有分については、次のとおり各市に管理を委託している。

(1)　市川市に備蓄用泡消火薬剤タンク１基(40kl)と消火薬剤（水溶性液体用6%）43.9kl、オイルフェンス300ｍ (8)　浦安市に消火薬剤（水溶性液体用6%）1.0kl、

(2)　船橋市に消火薬剤（水溶性液体用6%）7.7kl、オイルフェンス180ｍ (9)　習志野市に消火薬剤（水溶性液体用6%）1.0kl、オイルフェンス340ｍ

(3)　千葉市に消火薬剤（水溶性液体用6%）4.0kl、オイルフェンス200ｍ (10) 富津市に消火薬剤（水溶性液体用6%）0.8kl、オイルフェンス300ｍ

法定 現有

(1直) (1直)

(5)　袖ケ浦市に備蓄用泡消火薬剤タンク１基(40kl)と消火薬剤（水溶性液体用6%）27kl 　　 自衛防災 2131人 250人 350人
(6)　木更津市に消火薬剤（水溶性液体用6%）1.0kl 　　 共同防災 788人 101人 102人
(7)　君津市に消火薬剤（水溶性液体用6%）3.0kl、オイルフェンス300ｍ

総員

自 衛 防 災

共 同 防 災

特 別 防 災 区 域 協 議 会

総 計

(4)　市原市に備蓄用泡消火薬剤タンク３基(40kl)と消火薬剤（うち20ｋｌは水成膜3%、
　　残りは水溶性液体用6%）97.7kl

※　防災要員

共 同 防 災

小 計

市

市 川 市

千 葉 市

市 原 市

袖 ケ 浦 市

木 更 津 市

君 津 市

小 計

自 衛 防 災

共 同 防 災

自 衛 防 災

共 同 防 災

自 衛 防 災

耐

熱

服

泡

放

水

砲
社

木更津海上保安署

小 計

機　関　等　別 台 隻

消

火

用

屋

外

給

水

施

設

非

常

通

報

設

備

空

気

又

は

酸

素

呼

吸

器

オ

イ

ル

フ

ェ

ン

ス

オ

イ

ル

フ

ェ
ン

ス

展

張

船

油

回

収

船

消

防

艇

農 林 水 産 部

防 災 危 機 管 理部

県 土 整 備 部

ｋｌ

千 葉 海 上 保 安部

大

容

量

泡

放

水

砲

合
　
　
　
　
計

泡消火薬剤（３％換算）

非 水 溶 性 液 体 用 水

溶

性

液

体

用

非 水 成 膜 水

成

膜

水 道 局

（平成２８年５月１日現在）
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表－８　泡消火薬剤共同備蓄（３者協定分）

（平成２８年４月１日現在）

市 区分 協定備蓄量 現保有量 内訳（備蓄場所） 備蓄量

(負担割合) （Kℓ） （Kℓ） （Kℓ） たん白
ふっ化
たん白

合成界
面活性
剤

水成膜
水溶性
液体用

たん白
ふっ化
たん白

合成界
面活性
剤

水成膜
水溶性
液体用

高谷出張所地下タンク 40.00 40.00

高谷出張所庁舎 3.00 3.00

相之川防災倉庫 0.94 0.94

南消防署地下タンク 19.40 19.40

高谷新町タンク 40.00 40.00

協議会 43.94 55.54 高谷新町タンク 55.54 43.94 5.80 5.80

（８５％）（小計） 131.82 158.88

県 7.70 7.70 南本町水防倉庫 7.70 7.70

市 7.50 7.50 南本町水防倉庫 7.50 7.50

協議会 7.50 7.50 ＪＸＴＧエネルギー㈱市川油槽所 7.50 7.50

（１５％）（小計） 22.70 22.70

県 51.64 51.64 51.64 51.64

市 51.44 66.90 66.90 59.40 7.50

協議会 51.44 63.04 51.44 51.44

（１００％）（小計） 154.52 181.58

県 3.86 4.00 千葉市消防局美浜消防署車両積載 4.00 4.00

市 3.85 3.85 千葉市消防局臨港出張所 3.85 3.85

協議会 3.85 3.85 千葉市消防局臨港出張所 3.85 3.85

（３％） （小計） 11.56 11.70

市原市養老川臨海備蓄センター 62.60 20.00 42.60

姉崎消防署 35.10 35.10

市原市養老川臨海備蓄センター 44.95 27.03 17.92

姉崎消防署 16.70 16.70

八幡消防署 34.50 7.90 26.60

五井消防署 0.90 0.90

コスモ石油㈱千葉製油所 2.00 2.00

ＤＩＣ㈱千葉工場 0.81 0.81

ＪＸＴＧエネルギー㈱千葉製油所 26.06 26.06

住友化学㈱千葉工場（姉崎地区） 4.32 4.32

丸善石油化学㈱千葉工場 25.50 25.50

出光興産㈱千葉製油所 39.11 39.11

（７６％）（小計） 292.97 292.55

県 26.99 27.00 長浦消防署 27.00 27.00

市 26.98 32.50 長浦消防署 32.50 32.50

富士石油㈱ 25.00 5.00 20.00

住友化学㈱千葉工場（袖ケ浦地区） 2.00 2.00

（２１％）（小計） 80.95 86.50

県 128.52 128.70 128.70 20.00 108.70

市 128.48 133.40 133.40 34.93 3.85 94.62

協議会 128.48 128.65 128.65 75.93 28.87 23.85

（１００％）（小計） 385.48 390.75

県 1.44 3.00 君津市消防本部 3.00 3.00

市 1.42 1.60 君津市消防本部 1.60 1.60

協議会 1.42 1.42 君津市消防本部 1.42 1.42

（１００％）（小計） 4.28 6.02

県 181.60 183.34 183.34 20.00 163.34

市 181.34 201.90 201.90 94.33 5.45 102.12

協議会 181.34 193.11 181.51 75.93 80.31 25.27

（小計） 544.28 578.35

３者協定以外の県保有量　3.8ｋℓ　（水溶性液体用6％）

木更津市消防本部保管 1.00ｋℓ

浦安市消防本部保管 1.00ｋℓ

習志野市消防本部保管 1.00ｋℓ

富津市消防本部保管 0.80ｋℓ

※　泡消火薬剤水溶性液体用（６％）を非水溶性液体に対して使用する場合は、３％希釈にて使用する。

協議会 97.65 97.80

県

協議会 26.98 27.00

97.67 97.70

市 97.65 97.05

中
部
地
区

千葉

市原

袖ケ浦

合計

計

南
部
地
区

君津

泡消火薬剤（３％）　（ｋℓ） 泡消火薬剤（６％）　（ｋℓ）

北
部
地
区

市川

県 43.94 43.94

市 43.94 59.40

船橋

計
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表－９ 石油連盟の国内油濁防除資機材基地（第１号東京湾基地分） 
基 地 名 第１号 東京湾基地 
所 在 地 千葉県市原市 
開 設 時 期 平成３年１１月 

 
 
 
配

備

資

機

材 

固形式オイルフェンス Solid 1150 
Boom Bag 

７，０４０ｍ 
２００ｍ 

 
 

充気式オイルフェンス 

Ro-Boom 1800 
Deep Sea Boom 
Uni Boom 800R 
Vee Sweep 
Beach Boom 
Current Buster 

５００ｍ 
５００ｍ 
２５０ｍ 
６０ｍ 
３２０ｍ 
７０ｍ 

 

油回収機 

Transrec 125 
Desmi Combination Skimmer 
Komara 12K 
LAMOR LWS 50 

１ 
３ 
４ 
２ 

移送ポンプシステム １ 
ビーチクリーナー Mini Vac System ６ 
回収油バージ 25t １ 

オイルバッグ 50t 
200t 

１ 
２ 

ロータンク 25t １ 
油水分離機 ２ 
 
仮設タンク 

1.5t 
5t 
9t 

６ 
６ 
２４ 

トレルテント １ 
可搬式照明器具 ２ 
油捕獲材 ６０袋 

（平成２３年１２月現在） 



（１）過去の発生状況

種別

年 爆　発 火　災 漏　洩 その他 計 負傷者 死者

51 1 2 4 3 10 3

52 1 5 4 3 13 1 2

53 9 2 2 13 3

54 2 1 5 2 10

55 1 4 2 7

56 1 7 6 4 18 1

57 4 3 3 10 9

58 5 2 1 8

59 9 5 14 4 1

60 10 4 1 15 2

61 1 3 1 5 2

62 1 6 3 1 11 4

63 5 3 4 12 1

元 2 1 3 6 5 1

2 1 2 2 1 6 4 2

3 3 4 1 8 16 2

4 1 3 2 6 7 10

5 1 2 3

6 2 3 1 6 2 1

7 5 1 2 8

8 2 5 5 12 1 2

9 9 1 10 8 1

10 5 3 3 11 2 1

11 1 8 9 18 4

12 7 6 3 16 2

13 4 3 7 1

14 6 4 1 11 9 2

15 5 4 9

16 19 7 2 28 2

17 1 11 5 17 3

18 2 15 18 1 36 2

19 10 10 20 1

20 9 11 3 23 22 1

21 1 8 12 1 22 3

22 1 18 11 1 31 10 3

23 1 9 24 8 42 11

24 1 11 12 2 26 1

25 1 10 20 1 32

26 1 12 29 2 44 8

27 2 17 16 1 36 3

計 32 288 259 61 640 157 29

平均 0.84 7.20 6.48 1.61 16.00 3.93 0.76

６　石油コンビナート等特定事業所異常現象
（S51年からH27年）

異常現象発生件数 死傷者数
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番号 種別 発生場所 概　　要
死
者

負
傷
者

503 火災 平成24年1月6日 金 10時08分 千葉市
東発電所中部変電室にて地落（漏電）が発生し、変圧器２次の遮断機が地落検出により自動遮断したため、東工場内で停
電が発生した。この際、特別高圧盤内の貫通絶縁碍子が火災により黒変した。

0 0

504 火災 平成24年1月6日 金 10時08分 千葉市
停電の影響で、第５コークス炉で移動機、集塵機などが停止したため、燃焼用空気取り入れ口で火炎が発生して炉低の配
線が焼損した。

0 0

505 火災 平成24年1月6日 金 10時08分 千葉市
停電の影響で、第７コークス炉で移動機、集塵機などが停止したため、燃焼用空気取り入れ口で火炎が発生して炉低の配
線が焼損した。

0 0

506 爆発 平成24年1月6日 金 10時08分 千葉市
停電の影響で、複数のコークス炉でコ―クスガスが制御困難となった。このため可燃性ガスが第７コークス炉煙道内に流
入して煙道集塵機出口側で爆発が発生。集塵ダクト、集塵機、排風機、煙突下部が損傷を受けた。

0 0

507 漏洩 平成24年2月9日 木 11時04分 市原市
屋外タンク貯槽所（ナフサ）の付属配管（ルーフドレン）からナフサが漏洩した。漏洩量：約３５，７ｋｌ。原因調査
中。

0 0

508 漏洩 平成24年3月12日 月 8時23分 市原市 屋外タンク貯槽所の付属配管ベントタンク排気弁より原油がオーバースローし、防油堤に約４．８ｋｌ漏洩した。 0 0

509 漏洩 平成24年3月14日 水 16時00分 袖ケ浦市
西地区のＭ－ＢＯＧ圧縮機室１階コンプレッサー吐出ラインからメタンガスが漏洩。ラインをブロックして漏洩停止し
た。

0 0

510 火災 平成24年3月22日 木 8時20分 袖ケ浦市
合成ゴムプラントの熱交換機からヘキサン（第一石油類）が漏えいし着火したもの。８時５８分に鎮火及び漏洩停止を確
認した。（発災機器は第一種圧力容器に該当）

0 0

511 漏洩 平成24年4月27日 金 13時45分 市原市
純水装置のイオン交換廃液を洗浄する３５％塩酸をローリーからＦＲＰ製タンクに受入作業中にタンク底部と側面に割れ
が発生し、塩酸約４．６立方メートルが漏えいした。敷地外への流出なし。

0 0

512 火災 平成24年5月7日 月 21時00分 市原市
製造装置定修後のスタートアップ時に、フレアノックアウトドラム配管フランジ部の仕切り板抜き作業中、バタフライ弁
と仕切り板の間にスケール（硫化鉄）が溜まっていて、開放時に酸化熱により自然発火した。

0 0

513 漏洩 平成24年5月11日 金 10時40分 市原市
合成塩酸施設で塩素を置換作業中に異臭を感じたため、漏洩個所の確認を行った作業員が塩素ガスを吸い込み病院に搬送
された。バルブシート漏れと判明したため交換して漏洩は停止した。

0 1

514 火災 平成24年6月26日 火 9時15分 市原市
メルトーチ製造設備（アスファルトコンパウンド、ポリエチレンを混合して防水シートを作る）の排気ダクトの付着物
（アスファルトコンパウンド）に溶接の火が引火してダクトに延焼したもの。

0 0

515 漏洩 平成24年6月28日 木 7時18分 市原市
アスファルトタンクからアスファルトが約４３７ｋＬ漏洩して、約７２ｋLが海上に流出した。土のう構築及び別タンクへ
のシフトにより漏洩は停止した。オイルフェンスを展張したがそれを越えて東京湾に拡散。横浜、横須賀の岸壁で油塊を
確認したほか東京湾の広範囲に油膜が拡散した。７月１０日に事故調査委員会を設置。

0 0

516 火災 平成24年7月3日 火 8時40分 君津市
第２高炉の１６番羽口付近が破孔したため、高炉内のコークスが流出して火災が発生した。流出量：約３トン。焼失面
積：約５２８平方メートル。

0 0

517 漏洩 平成24年7月13日 金 11時10分 市原市 屋外タンク貯蔵所付属配管（口径８インチ）の伸縮部からＡ重油が漏洩した。漏洩量：約５００Ｌ。 0 0

518 火災 平成24年7月19日 木 19時37分 市原市
常圧蒸留装置で常圧蒸留塔リフラックス戻り配管の保温板金隙間の外面腐食が進展してナフサが漏えいして火災となっ
た。

0 0

519 漏洩 平成24年7月24日 火 10時45分 市原市 エチレン製造装置の脱プロパン塔還流配管から可燃性ガス（主成分：プロピレン、ブタン）が漏洩した。 0 0

520 火災 平成24年8月3日 金 18時48分 君津市
冷延工場北棟建屋内から出火。ホフマンフィルター室（圧延油をろ過する装置）内の蒸気配管に付着したスカム（鉄粉と
油脂の混合物）が加熱されて発火し、周辺の可燃物を焼損した。

0 0

521 破損 平成24年8月28日 火 16時58分 袖ケ浦市
動力用役施設のボイラーの煙突（高さ140ｍ）の中間部が破損して落下。ボイラー排ガスが破損した煙道から流出した。応
急措置として予備の煙突に切り替えた。

0 0

522 火災 平成24年10月17日 水 9時09分 袖ケ浦市
合成ゴムプラントにおいてＥＰゴムフィニッシング（乾燥）を行う設備の排気ダクト内で火災が発生した。排気ダクト１
０ｍを焼損。

0 0

(2) 異常現象例（平成２４年１月から平成２８年１２月まで）

発生日時

-
 
4
2
 
-



番号 種別 発生場所 概　　要
死
者

負
傷
者

発生日時

523 破損 平成24年10月26日 金 8時40分 市原市
クレーンで吊り上げた資材が隣接の屋外貯蔵タンク（Ａ重油、貯蔵量 30kl）の屋根に落下して、屋根の一部及び受入配管
が変形し、防油堤の一部が破損した。危険物の漏洩はなかった。

0 0

524 火災 平成24年11月21日 水 17時30分 市原市
合成ゴム加工研究棟１階で実験中に使用していたブタジエンガスとシクロヘキサン混合物の廃棄作業中に出火し、延焼し
た。静電気原因と推定。１８時１１分鎮火。

0 0

525 漏洩 平成24年11月23日 金 10時00分 市原市 水素ガス貯蔵施設の水素ローダーから水素ガスが漏洩した。ローダーのバルブを閉めて漏洩は停止した。 0 0

526 漏洩 平成24年11月25日 日 10時00分 市原市
屋外タンク貯蔵所付属配管の腐食によりピンホールからライトガソリン（FCC）が漏洩した。開口箇所バンド巻きにより漏
洩は停止。配管内の滞油を回収。海上への流出なし。

0 0

527 漏洩 平成24年11月29日 木 9時10分 市原市
タンクの付属配管伸縮部からジェット燃料が漏洩した（漏洩量：約２０L）。配管ブロック後に配管内残油４２キロリット
ルを移送し処置した。

0 0

528 漏洩 平成24年12月27日 木 23時10分 市原市
高圧法ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ施設の定期パトロール中にエチレン臭を認め、ガス検知により圧縮機出口安全弁付近からの微小漏洩を確
認。物質名：エチレン。酢酸ビニル

0 0

529 漏洩 平成25年1月22日 火 1時50分 市原市 屋外タンク（VE707）の自動弁タンク側フランジからコールタール約8000Ｌが漏洩して防油堤内に滞留した。 0 0

530 火災 平成25年1月26日 土 21時45分 市原市
一般取扱所のリアクター付属配管からクレオソート油約100Ｌが漏洩し、ホットエアダクトに滴下して引火した。同日２２
時１７分鎮火。

0 0

531 爆発 平成25年2月1日 金 9時45分 市原市
排水排ガス焼却施設内の排水燃焼炉空気ブロアで窒素と塩化ビニルモノマーを圧縮中に２段コンプレッサーの吸入配管が
破裂した。インターロックにより停止し火災なし。

0 0

532 火災 平成25年2月12日 火 9時50分 市原市
回収蛍石乾燥設備の入った倉庫のベルトコンベアのゴム部が燃えて火災となった。協力会社社員の初期消火で鎮火した。
通報遅れあり。

0 0

533 火災 平成25年3月11日 月 15時35分 市原市
製造所Ｃ現場にて配管洗浄後のトルエン抜き取り作業中に出火して、容器を焼損した。消火器による初期消火により鎮火
した。

0 0

534 漏洩 平成25年3月13日 水 2時42分 市原市
ＡＦプラント（ﾌﾙｵﾛｶｰﾎﾞﾝ12,22,142b製造施設）ＴＷ４３１のボトムドレン弁閉め忘れによりフロン（R22）及び塩化水素
が流入してホースが破断、漏洩したもの。フロンは大気拡散、塩酸は水洗浄により回収。

0 0

535 火災 平成25年3月15日 金 10時03分 市原市
３号タービン主油タンク３階建屋の１階にある非常用発電機の負荷試験中、排気管の温度が上昇し焼損した。通報時には
従業員が消火器により消火し鎮圧状態であり、公設消防により鎮火確認。

0 0

536 漏洩 平成25年4月2日 火 13時40分 市原市 回収鉛改鋳炉作業場にて燃料タンク撤去作業中に、残存していた灯油約２０Lが漏洩した。 0 0

537 漏洩 平成25年5月8日 水 8時30分 袖ケ浦市 Ｐバース苛性ソーダ配管から少量の苛性ソーダが漏えいした。漏えい量１Ｌ未満、海上流出なし。 0 0

538 漏洩 平成25年5月24日 金 9時10分 市原市
工事業者が誤って屋外貯蔵タンクの付属配管に約８ｍｍの穴を開けたことから原油が防油堤内に漏洩した。漏洩量約７
Ｌ。バンド巻きにて応急措置後に配管内滞油を別タンクに移送。

0 0

539 漏洩 平成25年5月31日 金 18時00分 市原市
共通配管ラック上のスチレンモノマー配管（保冷板金施工）の外面腐食により、スチレンモノマーが少量漏洩した。保温
下の外面腐食による直径１ｍｍ以下の開口２カ所確認。

0 0

540 火災 平成25年6月13日 木 23時03分 袖ケ浦市
２号タービン建屋内でダクト内ケーブル火災により白煙が発生した。自衛消防の消火器及び窒素封入により翌日４時10分
に鎮火。消防法の一般取扱所

0 0

541 火災 平成25年6月28日 金 0時48分 市原市
Ｒ２現場の蒸留塔でフェノール蒸気が漏えいしたところに漏電により着火して火災発生。自衛消防の初期消火により鎮圧
したが漏洩は継続。１２時２０分フェノール抜き取り完了し終息。

0 0

-
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542 漏洩 平成25年7月8日 月 7時14分 市原市
常圧蒸留装置ナフサ分解塔（C-V107）付属配管のベントキャップからナフサが漏洩した。漏洩量は18リットル程度。装置
をシャットダウンし１３時０１分終息。

0 0

543 火災 平成25年7月20日 土 9時35分 市原市
廃止済みのスチレンモノマー製造設備（CM－3）の分留塔（AF-202）の溶断作業中、塔内の残留物（ポリスチレン樹脂）に
着火燃焼した。塔内部で上部まで引火し、小爆発も発生。赤熱により塔の上部１／3の位置で約２０度座屈し倒壊の危険発
生。放水冷却により翌朝鎮火。

0 0

544 漏洩 平成25年7月20日 土 18時48分 市原市
スチレンモノマー製造設備（CM－4）の緊急停止作業中、熱交換器（EX-407）出口配管フランジ部からエチルベンゼン・ス
チレンモノマー混合液が約２KL漏洩した。事後調査により、緊急停止の影響ではなくガスケットの不良によるものと判明
した。

0 0

545 漏洩 平成25年7月27日 土 14時57分 市原市
３ＰＰプラントの定期修理中、ドラム（No.3202）に潤滑油を通したところ、フランジボルトの緩みにより１５０リットル
ほど漏洩した。

0 0

546 火災 平成25年7月29日 木 17時03分 市原市
第３変電室から煙発生し停電。配電盤内のケーブルが溶融したもの。変電所内の排煙活動実施。各プラントを緊急停止し
た。２２時２０分鎮火確認。

0 0

547 漏洩 平成25年8月2日 金 6時35分 市原市
原油タンク（No.12）から第一常圧蒸留装置に原油を移送する配管から漏洩した。上下流バルブ閉止、バンド巻きにより漏
洩停止。漏洩量約３００リットル。

0 0

548 漏洩 平成25年9月4日 水 10時10分 市原市
10DDS施設北側付近のラック上配管で燃料ガス（Ｃ１，Ｃ２、水素等の可燃性混合ガス）が漏洩した。バルブ閉止及び漏洩
個所のバンド巻きにより漏洩を停止した。

0 0

549 漏洩 平成25年9月8日 日 20時13分 市原市
１ＴＦプラント２０号タンクの触媒残渣取り出しのため水抜き作業中、バルブ誤操作によりヘキサン約５００Ｌが排水溝
及び分離槽に流出した。敷地外への流出なし。

0 0

550 漏洩 平成25年9月12日 木 8時05分 市原市
３ＰＨプラント内でアセトンが漏洩した。半地下タンクの上部バルブからの漏洩を確認。漏洩停止作業中、回収先タンク
のベント配管からアセトンがオーバーフローしたため、消防隊及び従業員が一時退避措置を取った。

0 0

551 漏洩 平成25年9月16日 月 8時35分 市原市 強風により足場パイプが転倒してトランスが破損。内部の絶縁油（PCB 7％含有）が漏洩した。漏洩量19.7リットル。 0 0

552 破損 平成25年9月18日 水 8時10分 市原市
台風通過後の点検により、特定屋外タンク貯蔵所（ドームルーフ、重油）の上部側板３か所が破損し開口しているのを確
認した。漏洩なし。タンク気相部の内部腐食進展によるものと推定。

0 0

553 漏洩 平成25年10月13日 日 11時30分 市原市
屋外貯蔵タンク（No.824）付属配管の伸縮継手部分からジェット燃料が滴下しているのを点検中の作業員が発見した。
（昨年11月の漏洩と同一箇所）

0 0

554 火災 平成25年10月16日 水 7時30分 市原市
第２常圧蒸留装置の蒸留塔原油入口ノズル部から原油が漏えいして火災となった。８時２２分に鎮火。塔及び配管の温度
を下げるため軽油置換して温度低下後に系内の残油を抜き取り、１５時３０分に終息。ライニングプラグ溶接部の欠陥に
よる割れが原因と判明。

0 0

555 漏洩 平成25年10月18日 金 4時00分 市原市
台風の影響により、事業所の排水設備の油分離装置周りが冠水して、油混じりの雨水が敷地内に流出し、その一部が海上
に流出した。海上への流出は少量であったが、敷地内の油回収に約一週間を要した。

0 0

556 漏洩 平成25年11月11日 月 9時35分 市原市
３ＥＰＴプラントのドラム（Ｄ－８２０）上部のウエスト配管フランジ部からＥＮＢとイソヘキサン混合液が約１Ｌ漏洩
した。建設時のガスケット取付ミスが原因。

0 0

557 火災 平成25年11月21日 木 4時15分 市川市
化成品１系建屋にて危険物施設配管枝管のキャップが外れてジブチルエーテルが漏洩して火災となった。漏洩量約３００
リットル

0 0

-
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-
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558 漏洩 平成25年11月25日 月 12時15分 市原市 フェノールローリー充填所にて充填作業中にフェノールが約３３リットル漏洩した。海上への流出はなし。 0 0

559 漏洩 平成25年12月26日 木 11時00分 市原市 重油タンク（横置き円筒形　37kl）の脚接続部からＡ重油が滲んでいるのを発見した。ドラム缶に移送して処置した。 0 0

560 漏洩 平成25年12月31日 火 9時25分 市原市 第一常圧蒸留装置の原油チャージポンプドレン弁エルボー溶接部から少量の原油が漏洩した。 0 0

561 漏洩 平成26年1月4日 土
11時58分

頃
市原市

製造施設のドラムノズル部からジエン・イソヘキサン混合液が漏洩した。弁を閉止しポンプ停止後バンド巻きにより漏洩
は停止。変更工事に伴う腐食環境の変化により内部腐食が進展しピンポールの開口に至った。漏洩量約４０リットル。

0 0

562 漏洩 平成26年1月5日 日 9時06分 市原市
製造施設のスタビライザーリボイラーポンプケーシングドレンからナフサが少量漏洩した。ポンプを切り替え脱圧により
漏洩停止。バンド巻き措置し処理完了した。

0 0

563 漏洩 平成26年1月9日 木 14時00分 市原市
製造施設の熱交換器下部配管フランジを開放したところ、三酸化硫黄が噴出し、空気中の水分との反応により硫酸ミスト
が発生。　漏洩量：約300リットル

0 3

564 漏洩 平成26年1月17日 金 9時10分 市原市 製造施設のドラムの液面計溶接部からＬＰガスが漏洩した。 0 0

565 火災 平成26年1月20日 月
14時32分
(発見)

市原市 減圧蒸留装置の蒸留塔のスロップワックス液面計付近からＣ１、Ｃ２留分が漏洩して火災となった。 0 0

566 漏洩 平成26年1月27日 月 10時44分 市原市
アンモニア冷凍機から冷媒ガスのアンモニアが漏洩し除外設備が作動した。自動弁の上・下流の弁を閉止にて漏洩は停止
した。

0 0

567 火災 平成26年2月11日 火
11時10分

頃
千葉市

危険物施設の変更工事中、配管内に残っていた少量のノルマルヘキサンが漏洩し、グラインダーの火花により着火し、初
期消火により鎮火。事故発生時に通報がなく、後日、電話により通報されたため、火災の痕跡がなく火災の判定が困難で
あった。

0 0

568 漏洩 平成26年2月16日 日
11時00分

頃
市川市

特定屋外タンク（内部浮き蓋式）の出荷用ポンプ吐出側配管の圧力計が脱落して、ガソリン約８００リットルが防油堤内
で漏洩した。

0 0

569 漏洩 平成26年3月3日 月 6時20分 市原市
製造施設のリアクタープロダクトセパレータの液面計連通管から灯油が漏洩した。脱圧後バンド巻きにて応急措置した。
内面腐食による約２ｍｍの開口を確認。

0 0

570 火災 平成26年3月5日 水 10時50分 君津市
廃止済みの特定屋外タンク（重油 18000Kl）を解体中、側板溶断の熱により周辺に付着していた重油に着火して火災が発
生。自衛消防隊の消火活動により１１時２５分に鎮火した。

0 0

571 漏洩 平成26年3月20日 木 21時13分 市原市
製造施設のポンプメカニカルシールよりシールオイル（高流動パラフィン）約５００リットルがプラント内に漏洩したも
の。ポンプを停止し予備機に切り替えて漏洩は停止した。

0 0

572 漏洩 平成26年3月24日 月 11時16分 市原市
製造施設の第一重合器の流量計接続配管からプロピレンガスが漏洩した。初期対応による縁切り・脱圧により漏洩停止。
漏洩量約４５kg。

0 0

573 漏洩 平成26年3月28日 金 0時37分 市原市
発電機の付属設備を修理するため、停止作業を実施中、弁操作を誤って開けてはいけない弁を開けたために発電機内のガ
スが軸受潤滑油系統に逆流し、ガスと油が漏洩した。

0 0

574 漏洩 平成26年4月11日 金 10時30分 市原市 製造施設の反応炉行き配管のドレン配管からガス（硫化水素＋アンモニア）が漏洩した。装置を緊急停止して漏洩停止。 0 0

-
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575 漏洩 平成26年4月14日 月
23時37分

頃
市原市

ポンプのストレーナーで差圧が発生したので、Ｂ号機に切り替えたところ、ポンプのメカニカルシール部分からオイルが
漏洩した。漏洩したオイルは防油堤防に留った。漏洩量は約５６０リットル。

0 0

576 火災 平成26年5月14日 水 21時30分 市原市
反応槽の洗浄作業完了後、洗浄液の移送完了を確認するためノズルを開放したところガスが噴出して着火し、作業員が火
傷した。

0 1

577 漏洩 平成26年5月15日 木
19時45分
(発見)

市原市
従業員が現場をパトロール中、燃料ガスノックアウト槽付近でガス臭を感じたためガス検知器によりガスの漏洩を発見し
た。付近の弁を閉めるとともに、窒素ガス置換を実施してガスの漏洩を停止した。

0 0

578 火災 平成26年5月18日 日
17時00分
(発見)

市原市 従業員が現場をパトロール中、ポンプで火災を発見し、装置の緊急停止及び初期消火活動により鎮火した。 0 0

579 漏洩 平成26年5月27日 水 18時43分 市原市
圧縮機のシールオイルドラムのレベル低下アラームにより現場を確認したところ、メカニカルシール部からシールオイル
の漏洩を発見したので、直ちに装置を緊急停止させて漏洩を止めた。漏洩したオイルは防油堤防に留まり、漏洩量は約２
４０リットル。

0 0

580 火災 平成26年6月2日 月 14時32分 市原市
プレス機の金型から製品を取り除く作業を実施した際に使用したバーナーの火で、製品又は周辺の樹脂くずに着火し、そ
の後、作業者は燃えカスを除去するためにエアーガンを使用して掃除したが完全に消火していない燃えカスがピット隙間
からピット内に落下し、ピット底面に堆積していた樹脂くずに着火して火災に至った。

0 0

581 漏洩 平成26年6月7日 土 7時40分頃 市原市
従業員がパトロール中、タンク浮き屋根上に油が漏洩しているのを発見した。漏洩した油はルーフドレンラインを経由し
て、タンクヤード内に流れ出した。海上への流出はなし。

0 0

582 漏洩 平成26年6月14日 土 11時50分 市原市
メインユニットフィルター付近の定期補修のため、オフガス配管（内容物：二酸化炭素、一酸化炭素、硫化水素等）の一
部をブロックし、水封防止の閉止板を挿入するためフランジのボルトをゆるめる作業を実施中、作業員１名が気分の悪さ
を訴えた。

0 1

583 火災 平成26年6月24日 火 14時15分 市原市 焼却炉固形ピット内で産業廃棄物を混合処理している際に火災が発生した。 0 0

584 漏洩 平成26年6月29日 日
14時30分
(発見)

袖ケ浦市
運転員がパトロール中に、屋外タンク貯蔵所の付帯配管から腐食により内容物のメタノールが漏洩していることを発見
し、バンド巻きにより補修して漏洩を止めた。漏洩量は約１０リットル。

0 0

585 漏洩 平成26年6月30日 月 15時15分 市原市
ガス検知器が発報したため、同社社員が現場を確認したところ、反応器バイパス配管よりイソノニアルデヒド、イソノニ
アルコール及び水素が漏洩しているのを発見した。漏洩量は約２５０リットル。

0 0

586 火災 平成26年7月2日 水 21時21分 市原市
設備停止作業中に誘導加熱装置の電源を切り忘れ、誘導加熱装置内部にあったケーブルの導体部分が過加熱により発熱
し、発火、焼損した。

0 0

587 漏洩 平成26年7月5日 土
20時30分

頃
市原市

従業員が現場を巡視中、製造設備建屋４階の換気口から白煙を発見し、現場を確認したところ、蒸留器の出口配管のエル
ボ部分にピンホールを発見した。漏洩量は約１００リットル。

0 0

588 漏洩 平成26年8月11日 月 15時10分 市原市
協力会社社員が附属配管の伸縮継手から漏洩を発見し、漏洩個所を含む配管系をブロックするとともに、ポンプにより残
留しているナフサの抜き出し作業を実施した。

0 0

589 爆発 平成26年8月12日 火 23時50分 市原市
設備のスタート準備作業中、ポンプの不具合により溶剤、可燃性ガスが逆流してタンクから漏洩し、室内に充満して何ら
かの着火源により爆発したと推定。

0 0

590 漏洩 平成26年8月15日 金 4時30分 袖ケ浦市
点検パトロール中にタンクの払い出し配管から苛性ソーダの漏洩を発見したので、弁を閉止して漏洩を停止させた。漏洩
した苛性ソーダは土嚢構築により拡散を防止するとともに、中和作業を実施した。

0 0

-
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591 火災 平成26年8月21日 木 18時45分 袖ケ浦市 固形供給コンベア入口側で火災が発生、その後出口側にかけても火の手を確認した。 0 0

592 火災 平成26年8月28日 木 0時30分 市原市
工場内で異音がしたので、現場を確認したところ、モーターから火が出ているのを確認した。従業員が工場内の消火器で

消火をするとともに、消防機関に通報した。
0 0

593 漏洩 平成26年8月29日 金
10時20分
(発見)

市原市 消防機関の立入検査時に配管からの漏洩が発見された。 0 0

594 漏洩 平成26年9月1日 月 13時40分 袖ケ浦市
潤滑油をタンクローリに積み込み中にポンプの圧力調整弁の導圧管取り付け部が破損し潤滑油約６０リットルが漏洩し
た。

0 0

595 漏洩 平成26年9月3日 水 11時04分 市原市
製造装置の機器が不調のため、緊急停止を実施し、原料の供給を受けているプラントも緊急停止をした。緊急停止後、圧
縮機付近のガス検知器が作動したため、現場を確認したところ、プロピレンを含んだ冷凍機の油の漏洩を発見した。

0 0

596 漏洩 平成26年10月10日 金 19時45分 袖ケ浦市
計器室で可燃性ガス検知器の警報が発生したため、運転員が現場でガス検知器及び石鹸水を使用して、流量計フランジ部
分からの漏洩を発見した。漏洩個所は保温材を解体して、定期点検を実施中であった。

0 0

597 破損 平成26年10月16日 木 9時17分頃 千葉市
石材を積載した大型車両が荷降ろしをした後、荷台を完全に元に戻す前に走行して高さ制限バー及びその上に配置してい
た圧空配管、酸素配管、コークスガス配管を破損した。

0 0

598 漏洩 平成26年10月29日 水 8時10分 市原市
点検のため精留塔の運転を停止して閉止板を挿入しようとしたところ、間違えて運転中の精留塔のフランジを解体して閉
止板の挿入作業をしてしまい、漏洩したクロロホルムガスを吸引した作業員３名が負傷した。

0 3

599 漏洩 平成26年11月6日 木 9時20分 袖ケ浦市 ガス減圧弁室で点検作業中の作業員からガス漏洩の連絡があり、現場を確認したところ、配管からの漏洩を発見した。 0 0

600 破損 平成26年11月8日 土
12時30分
(発見)

市原市 危険物タンクから反応釜へ原料を仕込んだところタンク内への窒素供給が不十分であったためタンクが変形した。 0 0

601
その
他

平成26年11月22日 土 12時18分 市原市 プラントの暴走反応によりインターロックが作動して、内容物であるポリエチレンが安全弁から外部に放出された。 0 0

602
その
他

平成26年11月25日 火 13時50分 市原市
ボイラーの定期補修工事を終えて、スタートアップ運転を開始したところ、エアー導入部のケーシング部分が赤熱してい
るのを製造課員が発見して通報した。

0 0

603 火災 平成26年11月30日 日 8時00分 千葉市
事業所内変電所において、特高盤内での地絡により火災が発生し、特高盤、トランス、機器室及びケーブルが焼損し、危
険物倉庫、資材倉庫の外壁が焼損した。

0 0

604 漏洩 平成26年12月9日 火 7時35分 市原市 運転員がパトロール中に危険物屋外タンク貯蔵所付属配管の伸縮継手から灯油が漏洩しているのを発見した。 0 0

605 火災 平成27年1月7日 水 19時20分 袖ケ浦市
製造する製品を切り替えるため、設備のメタノール洗浄作業中に、抜き出し配管からメタノールを抜き出そうとしたとこ
ろ、製品が固着して閉塞していた。この閉塞を解消しようとヒートガンで加熱したところ、製品が溶けてメタノールが吹
き出し、引火して作業員１名が負傷した。

0 1

606 火災 平成27年1月10日 土 1時30分頃 袖ケ浦市 関連会社社員が構内駐車場にて、車両のエンジン付近より燻っているのを発見して警備部に通報した。 0 0

607 漏洩 平成27年2月10日 火
14時30分
(発見)

市原市 消防局が実施した消防法に基づく立入検査時に海上出荷用のポンプの附属弁から軽油が漏洩しているのが発見された。 0 0

608 漏洩 平成27年3月2日 月
16時00分

頃
袖ケ浦市

試作品の製造が終了したので、配管を窒素で置換した後、溶液で洗浄を行ったが、窒素置換の際に開放した弁を閉止して
いなかったため、洗浄溶液が弁から流出した。

0 0

609 漏洩 平成27年3月5日 木
11時25分
(発見)

市原市 油送液配管元弁のフランジガスケットの経年劣化（硬化）により、フランジ部のシール性が低下し油が漏洩した。 0 0
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610 火災 平成27年3月17日 火
10時45分

頃
千葉市

油圧ユニット周辺及びその屋根に油を含んだ粉じんが堆積しており、この粉じんが油圧ポンプ周辺に落下、粉じんとポン
プ回転軸との接触により、摩擦熱で過熱状態となり、油分が発煙・発火した。

0 0

611 漏洩 平成27年3月22日 日 18時30分 市原市
液面計のドレン抜き弁に係るシート面のシール性が経年劣化により低下し、内容物の指定可燃物が漏洩した。また、当該
ドレン配管にキャップをしていなかった。

0 0

612 漏洩 平成27年3月31日 火 20時16分 袖ケ浦市
原料をタンクから装置へ送液中に、ポンプに係るストレーナーの目詰まりを確認したため、ストレーナーを開放したとこ
ろ、配管内に残留していた約８０度の原料が逆流して漏洩し、作業にあたっていた１名が火傷を負った。

0 1

613 爆発 平成27年5月19日 火 1時55分頃 千葉市
排ガス回収設備の吸い込み側ダクトが腐食により破断し、吸い込まれた空気と排ガス中の可燃性ガスとが混合してファン
後部のダクト内に滞留し、ファンと破断した金属片との接触火花（推定）によって爆発した。

0 0

614 火災 平成27年6月7日 日 0時40分頃 千葉市
スクラップを投入するクレーンの釣り上げワイヤーに塗布していたグリス（潤滑油）に、スクラップ装入の際に溶銑が飛
び散り、このグリスに着火したが作業員が消火した。

0 0

615 火災 平成27年6月17日 水
11時50分

頃
市原市

加熱炉内の製造装置の原料油が流れる配管の清掃口のプラグ近傍から火炎が発生していることを協力会社の従業員が発見
し、連絡をうけた運転員が同装置の緊急停止を行い、自衛消防隊が消火活動を実施した。

0 0

616 破損 平成27年6月18日 木 2時35分 市原市
反応炉内の反応缶を被覆している煉瓦が脱落し、燃焼熱が反応缶に直接あたり、赤熱して缶の一部が開口した。内部の圧
力が低下したため、装置を緊急停止した。

0 0

617 火災 平成27年6月22日 月
17時03分

頃
市原市

異なる装置間の水素ガスを多く含む可燃性ガスの連絡配管において、相互の装置を分離するため、弁と仕切り板でガスを
遮断していた。この仕切り板の取り外し作業を行ったところ、弁での遮断が不十分であったためにガスが漏れ、火災に
至った。

0 0

618 火災 平成27年7月6日 月 1時20分頃 千葉市
夜間工事で出勤していた協力会社の監督が、事業所内の仮設事務所に帰ったところ、同事務所全体に煙が広がっているこ
とを発見し、所内セキュリティーに連絡、自衛消防隊及び公設消防により消火した。（同事務所内約６㎡を焼損）

0 0

619 火災 平成27年7月14日 火
13時40分

頃
袖ケ浦市

溶接線の品質を確認するため、非破壊検査（液体浸透探傷試験）工程での有機溶剤による洗浄作業を実施していたとこ
ろ、作業員の足元付近のコンセントから出火し、燃え広がったため、作業員が直ちに消火器で消火した。

0 0

620 火災 平成27年8月3日 月 21時10分 市原市 反応釜で製品を製造中、同釜のジャケット部分からの出火を巡回中の作業員が発見し、直ちに消火器２本で消火した。 0 0

621 漏洩 平成27年8月4日 火
6時15分
（発見）

千葉市
弁等機器の駆動用作動油のタンク液面低下の警報が鳴ったため、作業員が現場を確認したところ、調整器の駆動装置から
作動油が約２４０リットル（推定）が漏洩していた。

0 0

622 漏洩 平成27年8月5日 水 6時42分 市原市
他事業所からナフサをタンクに受入後、待機状態にあった当該事業所内の受入配管で約７３リットルのナフサが漏洩し
た。

0 0

623 火災 平成27年8月6日 木
11時13分

頃
市原市

樹脂の押出機２台が突然停止し、火災報知器が作動した。火災報知器が作動した建屋内を作業員が確認したところ、異常
が無く誤報と判断されたが、別の作業員が同建屋に隣接した電気室から黒煙が発生していることを発見したため、直ち
に、プラントの停止作業を実施し、公設消防に通報した。

0 0

624 漏洩 平成27年8月12日 水 13時58分 市原市
製品を製造中、触媒を失活させるドラム上部のバッフルホルダー（ドラム内の内容物を攪拌時に効率よく混ぜ合わせるた
めの邪魔板を固定している部分）から内容物のガスが漏洩した。

0 0

625 漏洩 平成27年8月14日 水
15時00分

頃
市原市 巡回点検中の作業員が、廃油配管の液封防止用安全弁行き配管接合部の溶接線近傍から、廃油の漏洩を発見した。 0 0

626 火災 平成27年8月20日 木 8時45分頃 袖ケ浦市
巡回点検中の作業員が、反応塔上部から火炎が上がっているのを発見したため、直ちに当該装置を緊急停止し、漏洩・火
災が発生している部分の配管をブロックして、窒素置換により消火した。

0 0
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627 漏洩 平成27年8月22日 土
14時00分

頃
市原市 協力会社の作業員が異音と異臭に気づき、付近を確認したところ、製品の入出荷用ガス配管からガスの漏洩を発見した。 0 0

628 火災 平成27年8月30日 日 20時50分 君津市 機械設備から発火し、同設備の一部及び周辺のケーブル類を焼損した。 0 0

629 漏洩 平成27年9月7日 月
17時00分

頃
袖ケ浦市

巡回点検中の運転員が、異臭及び異音に気づき周囲を確認したとろころ、熱交換器と配管接続部からガスの漏洩を確認し
た。直ちに、装置の緊急停止及び窒素置換を行い、漏洩を止めた。

0 0

630 爆発 平成27年9月10日 木
15時12分

頃
千葉市

定期整備のため、装置の冷却用窒素ガスの循環ファンを停止し、窒素置換及び保圧用に窒素を別の投入口から投入したと
ころ、異音が発生し設備を確認したところ、ガスの循環ダクトが破損していた。

0 0

631 火災 平成27年10月2日 金 6時00分頃 千葉市 建屋の雨漏りにより、自動搬送設備の台車の架線（トロリー線）がショートして、　同線が約２０ｃｍ焼損した。 0 0

632 火災 平成27年10月2日 金
10時45分

頃
千葉市

炉の底部の損傷により内容物が漏洩し、冷却ホースと油圧バルブスタンド圧力ゲージカバーの一部、段ボールが焼損し
た。炉を傾けて内容物を他の釜に移すことにより漏洩を止めた。

0 0

633 火災 平成27年10月5日 月
10時22分

頃
千葉市

反応装置入口付近から火炎が出ているのを隣接設備の作業員が発見し、当該装置の　作業員に連絡した。直ちにガス遮断
及び初期消火活動を実施して消火した。

0 0

634 火災 平成27年10月8日 木
14時00分

頃
千葉市 蒸気配管の敷設工事において、溶接時の火の粉が落ちて配管下の枯れ草（約４１６㎡）を焼失した。 0 0

635 火災 平成27年10月27日 火
13時20分

頃
千葉市

電気室の火災警報器の発報により、作業員が現場を確認したところ、ＡＣ２００Ｖ電源盤からの発煙があったため、一次
側電源の遮断及び消火器１本を用いて消火した。

0 0

636 漏洩 平成27年11月7日 土
10時00分

頃
千葉市

オフガス移送配管の遮断弁用点検デッキが変形していることに、巡回中の作業員が気づき確認したところ、同部付近にあ
る、窒素導入配管の付け根部からガスが漏洩していた。

0 0

637 漏洩 平成27年11月10日 火 3時30分頃 千葉市
巡回点検中の作業員が塩酸タンクの防液堤内に塩酸が漏洩していることに気づき確認したところ、塩酸タンクから計量槽
へ塩酸を移送する配管に係る操作弁の本体から約９?の塩酸が漏洩した。

0 0

638 漏洩 平成27年11月25日 水 3時50分頃 袖ケ浦市
警備室にて火災報知器が鳴ったため、現場を確認したところ、協力会社の仮設ハウス内にある冷蔵庫付近からの出火を確
認し、直ちに、自衛消防隊が出動して消火した。

0 0

639 漏洩 平成27年11月26日 木 14時40分 袖ケ浦市
ストレーナーのふたを開けた際に、内容物である毒性の危険物が飛散した。漏洩はすぐに止めたが、床に飛散した危険物
を防毒マスクを付けずに雑巾で拭き取っていた作業員１名が、気化したガスを吸引して、気分が悪くなり救急搬送され
た。

0 1

640 火災 平成27年12月19日 土
0時12分
(発見)

市原市
硫黄タンクを内部点検するため、当日予定していた底部に残った硫黄の除去作業が終了し、タンクを開放状態にしていた
ところ、夜間、別の作業から帰ってくる作業員がタンク内部での火炎を発見した。

0 0

641 火災 平成28年1月3日 日
22時20分

頃
市原市

道路沿いに敷設されている重油配管付近での火災を通りかかったタクシーの運転手が発見し事業所の守衛に通報した。通
報を受けた従業員が現地に向かい、当該配管の電気加熱ケーブルジョイント部で小火を確認したが、自然に鎮火した。

0 0

642 火災 平成28年1月22日 金
14時00分

頃
千葉市

材料試験を終えた試験片を装置から取り外すために溶断作業を行っていたところ、溶断火花が想定以上に飛び散り、６．
７ｍ先に放置されていたポリ容器の上に落下して、その一部を焼損した。

0 0

643 火災 平成28年2月2日 火 20時26分 市原市
通常運転中の水素圧縮機（ピストン型）の軸シール部において、リークした水素を窒素ガスで希釈して大気放散している
放出口で、静電気が原因で水素ガスに着火したもの。希釈用の窒素ガスを最大量投入し、更に、大量の窒素ガスを放出口
に吹きかけて消火した。

0 0

644 火災 平成28年2月14日 日 5時42分頃 千葉市
スポット溶接機の火花が、溶接機の下部にあったクラフトテープに引火し火災となった。作業員が消火器１本を用いて消
火した。

0 0
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645 火災 平成28年2月16日 火
18時20分

頃
千葉市

工程中の火花が機械設備のグリス受けに飛散し着火したため、発見した作業員が消火器１本を用いて消火した。火災によ
り近接するスイッチの配線２本が溶損した。

0 0

646 火災 平成28年2月25日 月 9時23分 市原市 誘導加熱装置の電源を切るべきところで操作できずに、製品の一部で異常加熱が起こり、製品の一部を焼損した。 0 0

647 火災 平成28年2月25日 月 9時50分頃 千葉市
機械設備のクランク軸下のピット内にベアリングの排グリスが堆積しており、ここに高温のスケールが落下して着火し
た。発見した作業員が設備を緊急停止して消火水を用いて消火した。

0 0

648 火災 平成28年2月25日 月
20時40分

頃
千葉市

ショットブラスト集塵機で回収した集塵の排出口で煙と共に火炎が発生したため、自衛及び公設消防による消火活動並び
に消火用シャワーを用いて消火した。

0 0

649 漏洩 平成28年3月9日 水 18時05分 市原市
通常運転中の製造施設において、ガス検知器が作動したため、作業員が現場を確認したところ、水素圧縮機に係るサイレ
ンサー(脈動防止用タンク)のドレン配管からガスが漏洩していた。直ちに装置を緊急停止し系内を窒素置換して漏洩を止
めた。

0 0

650 漏洩 平成28年3月14日 月
5時50分
（発見）

市原市
圧縮機のシリンダー用注油配管の継ぎ手部が外れ、潤滑油が漏洩しているのを巡回点検中の作業員が発見し、圧縮機を停
止して漏洩を止めた。継ぎ手ナットの締め付け不足によるもの。

0 0

651 火災 平成28年3月18日 金 5時35分頃 千葉市
鍋内に原料を投入したところ、先に投入していた原料内の不純物と反応して不純物が沸くように膨らみ鍋から溢れ出て、
同設備の収納盤を焼損した。

0 0

652 火災 平成28年3月22日 火 2時35分頃 千葉市
赤熱した原料を容器に受けていたところ、原料の一部が跳ね落ち、使用していなかった搬送設備の上に落ちてゴム製のカ
バーを焼損した。

0 0

653 漏洩 平成28年3月22日 火 1時41分 市原市
樹脂製造施設の反応器の温度が設定値まで上昇したため、反応器出口の安全装置が作動し、ガスを大気放出したところ、
放出管内に付着していた樹脂が塊状になって飛散し、隣接事業所のスレート屋根を破損した。

0 0

654 火災 平成28年3月23日 水
14時25分

頃
市原市

警備員が事業所内を巡回点検中に、未使用の空き地で枯れ草から炎が上がっているのを発見し、自衛消防車等で消火し
た。枯れ草約３００㎡（３０ｍ×１０ｍ）を焼失した。

0 0

655 火災 平成28年3月24日 木
13時10分

頃
千葉市

機器の油圧ホース付近に堆積していた、油が含有するダストに他の機器から発生した火花が接触して火災となった。初期
消火にて消火したが、油圧の接続ホース等の一部を焼損した。

0 0

656 火災 平成28年4月10日 日
20時50分
（発見）

市原市
計器の警報及び火災警報器が発報したため、現場を確認したところ電気室での火災を発見し、炭酸ガス消火器での消火及
び関連施設の緊急停止を実施した。

0 0

657 火災 平成28年4月29日 金 9時55分 市原市
廃止した樹脂製造施設の一部を解体撤去中に、溶断の火花で設備内に残っていた樹脂粉末に着火して火災となり、自衛消
防隊が消火した。

0 0

658 火災 平成28年5月6日 金
13時45分

頃
千葉市

原料鍋の洗浄に酸素を用いて燃焼処理していたところ、火花が十数メーター離れた機器のケーブルまで飛散し火災となっ
た。

0 0

659 漏洩 平成28年5月11日 水 3時40分頃 市原市
樹脂製造施設の定期整備に係る準備において、施設内に残った危険物を回収していたところ送り先のタンクが満タンに
なってオーバーフローした。

0 0

660 火災 平成28年5月14日 土
15時30分

頃
千葉市 加熱した原料を鍋に移し終えたところ、鍋の側面に穴が開いて赤熱した原料が漏洩した。 0 0

661 火災 平成28年5月20日 金 2時41分頃 市原市
自家発電機用ボイラーのバーナー口で急激に未燃カーボンが生成・堆積し、逆火現象が発生・継続したことにより、空気
取り込みダクトを内部から焼失させ開口、火炎が噴出した。直ちにボイラーを停止、関連する製造施設も緊急停止した。

0 0

662 火災 平成28年5月20日 金 9時25分頃 千葉市
赤熱した原料を装置に装入する際の火花が、原料の入った鍋を吊り上げているクレーンのワイヤー巻き取り機のブレーキ
用油圧ホースに飛散し、油圧ホースの耐火養生シートが劣化していたために火災となった。作業員が初期消火により消火
した。

0 0

-
 
5
0
 
-



番号 種別 発生場所 概　　要
死
者

負
傷
者

発生日時

663 火災 平成28年5月30日 月
11時15分

頃
千葉市

ディーゼル機関車のエンジンルームから発煙が上がり、発見した運転手及び作業員の２名が消火器を用いて消火した。火
災により、エンジンルーム内のケーブル２本、燃料ホース、オイルフィルターを焼損した。

0 0

664 火災 平成28年5月31日 火 8時30分頃 千葉市
設備点検中の作業員が、待機状態のクレーンからの火災に気づき、消火水を用いて消火した。火災によりケーブル配線５
本等を焼損した。

0 0

665 火災 平成28年6月18日 土 3時30分頃 千葉市
自動で鋼板を溶接するために用いている鋼板の位置ずれセンサーの異常警報が鳴ったため、作業員が装置を停止し現場を
確認したところ、センサー投光用の蛍光灯保護アクリル板より火があがっていることを確認し、消火器１本を用いて消火
した。

0 0

666 漏洩 平成28年6月21日 火 7時58分 市原市
製品出荷ポンプを起動したところ、出荷バース付近のフレキシブル（６Ｂ）配管が破損し、製品が吹き出した。直ちにポ
ンプを停止して漏洩箇所をブロックしたが、配管内の残液２７トンが漏洩し、その一部が海上に流出した。

0 0

667 火災 平成28年6月22日 水 11時39分 袖ケ浦市
圧縮機を運転中に、制御盤付近で大きな音を聞いた作業員が現場を確認したところ、制御盤から煙があがっていたが、す
ぐに収まったため消火活動は行わなかった。経年劣化により盤内の配線が短絡して焼損したものと推定。

0 0

668 火災 平成28年6月23日 木
12時35分

頃
千葉市

赤熱した原料を鍋に移し替えた直後に、鍋の底が破損し、漏洩時を想定して設置していたピット内に原料が１７０トン漏
洩した。漏洩箇所付近に存置してあった紙製のサンプル棒（約３０本）が焼損した。

0 0

669 漏洩 平成28年8月1日 月
15時30分

頃
市原市

ボイラー設備に係る使用していない重油燃料配管を廃止するため、当該配管を温水洗浄作業中にボイラー４階部分の配管
から重油及び温水の混合物が約５０リットル漏洩した。

0 0

670 破損 平成28年8月3日 水 13時20分 市原市
製造設備運転中の架構の塗装工事をしていた作業員が、付近にあったスチーム配管に触れ、熱さを感じとっさによけたと
ころ、近くにあったＰＶＣ製の配管に当たり、同配管が折損し、塩素ガスが漏洩した。直ちに、周囲にいた作業員も含め
避難したが、塩素ガスを吸った作業員３名が気分が悪くなり病院に搬送された。

0 3

671 漏洩 平成28年8月9日 火 4時47分頃 市原市
点検中の作業員が、出荷用ポンプ吐出配管のベント配管が折損してガソリンが漏洩しているのを発見し、直ちにローリー
出荷を停止した。現場を詳細に確認したところ、ベント配管以外に、ポンプのドレン配管等２箇所が折損、ポンプ回転軸
をシールする配管接続部が外れ、軸継手の損傷と軸受部の液面計が外れていた。

0 0

672 爆発 平成28年8月11日 木
10時52分

頃
千葉市

加熱炉の周辺で異常音がしたため、作業員が現場を確認したところ、加熱炉に供給する空気のフレキシブル配管（布製）
２箇所が破損していた。この空気配管には、製品を船積みする時に発生するガス（可燃性ガス）を同配管の空気に混ぜて
加熱炉で燃焼させていた。

0 0

673 火災 平成28年8月17日 水 8時50分頃 市原市 回転式反応器の回転軸部の潤滑グリスで着火し、作業員が消火器で消火した。 0 0

674 火災 平成28年8月20日 土 0時06分 千葉市
運転待機中の天井クレーンの運転席背面ケーブルダクト付近で異音があり、直後に火花と発煙を確認した運転員は、直ち
にクレーンの一次電源を遮断した。
また、地上で発見した作業員が応援に駆けつけ、消火器２本で消火した。

0 0

675 漏洩 平成28年8月24日 水
15時10分

頃
市原市

巡回点検中の運転員がタンクヤード内のタンク付属配管におけるピンホール部から油が漏洩していることを確認し、直ち
に、バンド巻き措置を実施して漏洩を止めた。

0 0

676 火災 平成28年8月25日 木 1時20分頃 千葉市
工場内で異臭がするため、運転員が確認したところ、工場側のコンプレッサー室から発煙が上がっているのを発見した。
直ちに、自衛消防が出動して放水した。

0 0

677 火災 平成28年8月25日 木
13時40分

頃
千葉市

内作場において、鋼板の洗浄作業を行っていた作業員が有機溶剤系の洗浄スプレーを使用したところ、加熱状態にあった
鋼材が原因で引火し、付近でピット蓋の取っ手を製造していた作業員の作業服に燃え広がって１名が負傷した。

0 1

678 破損 平成28年9月11日 日 9時30分頃 市原市
ガスタービン発電所の自家燃料ガス配管に係る圧力計の取り出し配管ジョイント部付近で燃料ガス（ブタンガス）が漏え
いした（漏えい量は微量）。燃料をA重油に切り替え、ブタンガスの利用を停止した。

0 0

-
 
5
1
 
-



番号 種別 発生場所 概　　要
死
者

負
傷
者

発生日時

679 火災 平成28年9月18日 日
12時45分

頃
千葉市

コンベア下部に堆積した石炭等が、コンベアのローラーと接触して加熱され、ベルトが焼損した。自衛消防及び消防機関
により消火した。

0 0

680 漏洩 平成28年9月20日 火
14時40分
（発見）

市原市
浮き屋根式タンクにおいて、ヤード内及び側溝に油が漏洩した。
浮き屋根ドレン排出弁及びタンクヤード排水弁を閉止し、浮き屋根上及びタンクヤードの油回収作業を完了した。

0 0

681 火災 平成28年9月22日 木 10時35分 袖ケ浦市
溶接機本体の電源を入れたところ、直ちに大きな音とともにスパークと煙が、溶接機分電盤から発生した。スパークは５
秒程度の発生で、周囲に可燃物等がなかったため、火災には至らなかった。

0 0

682 破損 平成28年9月28日 水
17時50分

頃
市原市

運転員が、パトロール中に水素製造装置の高圧ガス配管から水素が漏洩しているのを発見した（漏洩量は微量）。直ちに
装置をシャットダウンし、脱圧及び窒素置換を実施するとともに、漏洩箇所へのバンド巻きを行い、漏洩を停止した。

0 0

683 漏洩 平成28年10月17日 月 10時35分 市原市
タンクローリーにサルファンを充填し、充填終了後に配管内のサルファンを貯槽に戻すためローリータンク内を加圧した
ところ、圧力計取付配管部分から白煙が発生したため、直ちに加圧を停止し、戻り配管のバルブを閉めた。

0 0

684 火災 平成28年10月19日 水
6時30分
（発見）

千葉市
高所作業車のエンジンがかからなくなり、メーカーに搬出点検を行うため、別の車両のバッテリーを接続してエンジンを
始動したところ、エンジンルームから白煙が発生した。消火器１本にて消火した。

0 0

685 火災 平成28年10月19日 水
15時57分
（発見）

千葉市
休止ダクトを土台として、その上部に更新ダクトを設置するため、サポートの溶接を行っていたところ、休止ダクトの内
部から発煙した。

0 0

686 漏洩 平成28年10月21日 金
10時42分
（発見）

市原市
運転員が、パトロール中に硫化水素臭を覚知し、水添脱硫装置の配管からガスが漏洩していることを確認したため、装置
の緊急シャットダウン及び脱圧等を実施した。

0 0

687 漏洩 平成28年10月27日 木
19時25分
（発見）

袖ケ浦市
運転員が、パトロール中に廃液処理装置塩酸タンクにて白煙及び刺激臭を確認し、同タンク下部から、塩酸がダクト内に
漏洩しているのを発見した。

0 0

688 漏洩 平成28年10月30日 日
13時00分
（発見）

袖ケ浦市
交代勤務者が、点検パトロール中に屋外タンク付近で、希釈された苛性ソーダの漏えいを発見した。発見時には、既に漏
えいが停止しており、また、外部への流出がないことを確認した。

0 0

689 漏洩 平成28年11月4日 金
11時35分
(発見）

市原市
消火設備点検のためタンクに昇った協力会社社員から、油臭がするとの報告があり、浮き屋根を確認したところ、屋根板
に穴が開いており、漏えいが認められた。（外部への流出なし）

0 0

690 火災 平成28年11月15日 火
4時30分
（発見）

千葉市
コークス搬送ベルトコンベアにおいて、鉄鉱石を乾燥させるためのドライヤーの装入口から炎が立ち上がり、ドライヤー
へ鉄鉱石を装入するためのベルトコンベアのベルトを一部焼損した。

0 0

691 爆発 平成28年11月20日 日
11時00分

頃
袖ケ浦市

ステンレス製高耐圧容器をトルエンで洗浄し、洗浄液を金属製フレキシブルホースでドラム缶に回収していたところ、ド
ラム缶内で爆発が生じてドラム缶が前方に転倒し、作業員が顔面の右側及び右首辺りにⅡ度の火傷を負った。

0 1

692 火災 平成28年11月21日 月 2時40分頃 千葉市
鉄鋼表面に出来た被膜を除去するための水を加圧するための設備において、ポンプ設備が不具合により加熱されケーシン
グが破損し、漏えいした潤滑油に着火した。

0 0

693 火災 平成28年12月9日 金
10時41分

頃
千葉市

総合集塵機排風機入側ダクト補修のため、スタッドボルト（両側にねじ部を持つボルト）の切断等を行っていたところ、
火気見張人と付近の施工者が、施工場所下部から黒煙と火を発見したため、消火器２本で消火した。

0 0

694 火災 平成28年12月9日 金
10時17分

頃
市原市

偶然発災場所付近を歩いていた従業員が、敷地内の枯草から発煙を確認した。
付近にいた協力会社の作業員が、消火器２本により初期消火を行うとともに、従業員が進入路に設置されていたスプリン
クラーを起動させ、消火を行った。

0 0

695 火災 平成28年12月12日 月
21時13分

頃
市原市

工作場内の火災報知機が発報したため、自衛防災隊が現場に駆けつけたところ、ドラム缶（１本）から火炎を確認したた
め、直ちに消火器により消火した。ドラム缶の付近にあった木製清掃用具が一部焼損したが、それ以外に火炎の影響はな
かった。

0 0

696 火災 平成28年12月31日 土 2時03分頃 千葉市
圧延コイルの溶接作業の完了後、作業員が溶接設備から煙が発生しているのを発見したため、消火水により消火した。同
設備のケーブル及び防火シートの一部を焼損した。

0 0

-
 
5
2
 
-



７　石油コンビナート等特別防災区域の特定事業所一覧

対象 石　油 高圧ガス

(貯蔵取扱) (処理量）

合同事業所名（従たる事業所） 千KL 万Nm3

1 東洋合成工業（株）高浜油槽所 市川市高浜町７ 272-0125 石油 物流業務グループ 047-395-2151 047-396-7049 55.3 ケミカルタンク

2 ＪＸTGエネルギー（株）市川油槽所 市川市本行徳２５５４－１ 272-0103 石油 市川輸送所 047-396-3131 047-396-3138 150.5 油槽所

3 （株）市川アストモスターミナル 市川市高谷新町６－２ 272-0011 高圧ガス 保安部 047-328-1431 047-328-4538 632.2 ガスターミナル

4 丸善（株）京葉油槽所 市川市二俣新町１９ 272-0002 石油 業務部 047-328-8845 047-328-1474 22.7 ケミカルタンク・倉庫

5 日本サン石油（株）市川工場 市川市二俣新町２０ 272-0002 石油 市川工場　P.A. 047-328-1261 047-328-8863 14.8 潤滑油製造業

２
種

6 東洋合成工業（株）市川工場 市川市上妙典１６０３ 272-0012 市川工場 047-327-2121 047-327-8067 5.6 脂肪族系中間物製造業

1 エヌアイケミカル（株）千葉事業所 千葉市美浜区新港２３１ 261-0002 石油 千葉事業所 043-242-6471 043-246-9306 35.3 ケミカルタンク・倉庫

2 丸紅エネックス（株）千葉ターミナル 千葉市美浜区新港２３５ 261-0002 レイアウト 千葉ﾀｰﾐﾅﾙ 043-246-7230 043-246-1827 439.3 807.2
石油卸売業・
ガスターミナル

3 ＪＦＥケミカル（株）東日本製造所千葉工場 千葉市中央区川崎町１ 260-0835 石油 安全防災担当 043-262-2939 043-262-2077 36.8 コールタール製造業

4 ＪＦＥスチール（株）東日本製鉄所（千葉地区） 千葉市中央区川崎町１ 260-0835 レイアウト 環境・防災部 043-262-2345 043-262-2756 1.1 2,097.8 高炉による製鉄業

5
ＪＦＥケミカル（株）東日本製造所千葉工場
生浜分工場

千葉市中央区新浜町５ 260-0826 レイアウト 安全防災担当 043-262-2939 043-262-2077 24.8 191.8 コールタール製造業

6 ティー・エム・ターミナル（株）市原事業所 市原市八幡海岸通７４－１ 290-0067 石油 技術課 0436-41-8730 0436-41-5724 22.3 油槽所

ＤＩＣ（株）千葉工場

　星光ピー・エム・シー(株)千葉工場

　ＤＩＣライフテック(株)千葉事業所

　ＤＩＣグラフィックス(株)千葉工場

　日立物流ファインネクスト(株)千葉営業所

8 旭硝子（株）千葉工場 市原市五井海岸１０ 290-8566 レイアウト 保安管理グループ 0436-23-3150 0436-23-3187 7.3 868.2 ソーダ工業塩素フッ素樹脂等額製品製造

9 （株）千葉サンソセンター五井工場 市原市五井海岸５－２ 290-0058 レイアウト 製造課 0436-22-0165 0436-22-5784 551.7
圧縮ガス・
液化ガス製造業

JNC石油化学(株)市原製造所

　日本ポリプロ(株)五井工場

　五井コーストエナジー(株)

事業概要
区分

京
葉
臨
海
北
部
地
区

１
種
事
業
所

市
川

事業所名
所在地 郵便番号 担当部 電話平日 ＦＡＸ平日

地
区

種
類

市

京
葉
臨
海
中
部
地
区

１
種
事
業
所

千
葉

市
原

7 29.3 78.8 プラスチック製造業

10 市原市五井海岸５－１ 290-8551 レイアウト 環境安全品質部 0436-23-1133 0436-23-9959

市原市八幡海岸通１２ 290-8585 レイアウト 安全環境グループ 0436-41-4115 0436-43-1059

41.4 2,894.1
石油化学系
基礎製品製造業

-
 
5
3
 
-



対象 石　油 高圧ガス

(貯蔵取扱) (処理量）

合同事業所名（従たる事業所） 千KL 万Nm3

事業概要
区分

事業所名
所在地 郵便番号 担当部 電話平日 ＦＡＸ平日

地
区

種
類

市

コスモ石油（株）千葉製油所

　丸善石油化学(株)千葉工場

デンカ（株）千葉工場

　デンカポリマー(株)五井工場

　デンカエンジニアリング(株)千葉事業所

　東洋スチレン(株)五井工場

　大洋塩ビ(株)千葉工場

丸善石油化学（株）千葉工場

　コスモ石油(株)千葉製油所

日本曹達（株）千葉工場

　三和倉庫(株)千葉事業所

　日本曹達(株)研究開発本部千葉研究所

KHネオケム（株）千葉工場

　京葉モノマー(株)

　丸善石油化学(株)千葉工場甲子地区

　(株)ジェイ・プラス

宇部興産（株）千葉石油化学工場

　宇部丸善ポリエチレン(株)

ＪＸTGエネルギー（株）千葉製油所

　エア・ウォーター炭酸(株)

18 ＪＳＲ（株）千葉工場 市原市千種海岸５ 299-0108 レイアウト 環境保安課 0436-62-4163 0436-62-4441 9.7 2,180.5 合成ゴム製造業

三井化学（株）市原工場

　三井・デュポンケミカル(株)千葉工場

　三井・デュポンフロロケミカル(株)

　日本エポキシ樹脂製造(株)

　千葉フェノール（株)

　日本エボリュー(株)

　(株)プライムポリマー市原工場

　日本ファシリティー・ソリューション（㈱）

-
 
5
4
 
-

京
葉
臨
海
中
部
地
区

１
種
事
業
所

市
原

11 市原市五井海岸２ 290-8558 石油精製業

12 市原市五井南海岸６ 290-8588 レイアウト 環境保安部　 0436-26-3211 0436-26-3330 80.6 1,700.1

レイアウト 安全環境課 0436-23-4116 0436-22-2065 1,650.4 27,550.9

プラスチック製造業

13 市原市五井南海岸３ 290-8503 レイアウト 安全課 0436-25-3161 0436-25-3129 3,008.6 36,979.3
石油化学系
基礎製品製造業


プラスチック製造業

15 市原市五井南海岸１１－１ 290-8560 レイアウト 環境保安課 0436-23-9133 0436-23-9158 131.9 1,128.3 プラスチック製造業

14 市原市五井南海岸１２－８ 290-8530 レイアウト
ＲＣ・工務部
ＲＣ推進チーム

0436-23-2012 0436-23-2070 15.7 185.2

プラスチック製造業

17 市原市千種海岸１ 299-0108 レイアウト 環境安全部 環境保全課 0436-23-9424 0436-23-9440 3,047.8 23,059.0 製油所

16 市原市五井南海岸８－１ 290-8550 レイアウト
環境安全・品質保証
グループ安全チーム

0436-23-5116 0436-22-5491 5.0 3,995.4

19 市原市千種海岸３ 299-0108 レイアウト 安全・環境ｸﾞﾙｰﾌﾟ 0436-62-3223 0436-62-6928 377.0 39,716.1
石油化学系
基礎製品製造業



対象 石　油 高圧ガス

(貯蔵取扱) (処理量）

合同事業所名（従たる事業所） 千KL 万Nm3

事業概要
区分

事業所名
所在地 郵便番号 担当部 電話平日 ＦＡＸ平日

地
区

種
類

市

出光興産（株）千葉工場

　(株)プライムポリマー姉崎工場

出光興産（株）千葉製油所

　出光興産(株)千葉工場エチレン製造装置

　BASF出光(株)千葉工場

22
東京電力フュエル＆パワー（株）
姉崎火力発電所

市原市姉崎海岸３ 299-0107 石油 発電運営グループ 0436-77-6648 0436-61-9612 274.9 発電所

23 住友化学（株）千葉工場姉崎地区 市原市姉崎海岸５－１ 299-0195 レイアウト 環境・安全部 0436-61-1319 0436-61-2200 48.7 2,799.0
石油化学系
基礎製品製造業

住友化学（株）千葉工場袖ケ浦地区

　日本アンモニアターミナル(株)

　日本オキシラン(株)千葉工場

　日本エイアンドエル(株)

25 富士石油（株）袖ケ浦製油所 袖ケ浦市北袖１ 299-0266 レイアウト 安全環境部　 0438-63-7014 0438-63-0083 3,287.9 10,046.9 石油精製業

26 ＪＸTGエネルギー（株）袖ケ浦事業所 袖ケ浦市北袖１ 299-0266 石油 　　　　　　 0438-62-1191 0438-62-4854 21.3 潤滑油製造業

27 （株）千葉サンソセンター袖ケ浦工場 袖ケ浦市北袖１７ 299-0266 レイアウト 製造課 0438-62-0161 0438-63-5807 0.1 818.9
圧縮ガス・
液化ガス製造業

28 富士石油（株）中袖基地 袖ヶ浦市中袖１９ 299‐0267 石油 安全環境部　 0438-63-7014 0438-63-0083 729.5 石油備蓄タンク等

29 東京酸素窒素（株） 袖ケ浦市中袖１－１ 299-0267 高圧ガス 管理部 0438-62-9362 0438-63-1623 587.5
圧縮ガス・
液化ガス製造業

旭化成（株）川崎製造所千葉工場

　PSジャパン(株)千葉工場

　旭化成ｲｰﾏﾃﾘｱﾙｽﾞ(株)光ﾌｧｲﾊﾞ・光学製品
　部製造・開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ

　(株)中袖ｸﾘｰﾝﾊﾟﾜｰ中袖ｸﾘｰﾝﾊﾟﾜｰ発電所

　旭化成カラーテック(株)袖ケ浦工場

31 （株）Ｊ－オイルミルズ千葉工場 千葉市美浜区新港２３０ 261-0002 総務安全環境課 043-241-1251 043-248-0162 0.4 植物油製造業

32
東京電力フュエル＆パワー（株）
千葉火力発電所

千葉市中央区蘇我町２－１３７７ 260-0822 発電運営グループ 043-370-4390 043-208-0914 1.4 5.6 発電所

33
ＪＦＥスチール（株）東日本製鉄所（千葉地区）
生浜工場

千葉市中央区川崎町１ 260-0835 環境・防災部 043-262-2345 043-262-2756 0.9 冷間圧延業

34
東京電力フュエル＆パワー（株）

東火力事業所五井火力発電所
市原市五井海岸１ 290-0058 発電運営グループ 0436-77-6999 0436-24-4502 0.5 発電所

35 日本リファイン（株）千葉工場 市原市八幡海岸通７４－１８ 290-0067 製造課 0436-41-9281 0436-43-6191 4.3
石油製品・
石炭製品製造業

36 ライオン（株）千葉工場 市原市八幡海岸通７４－１３ 290-0067 工場管理ｸﾞﾙｰﾌﾟ 0436-43-8151 0436-41-7043 2.5 石鹸合成洗剤製造業

21 市原市姉崎海岸２－１ 299-0192 レイアウト 安全環境室

-
 
5
5
 
-

京
葉
臨
海
中
部
地
区

１
種
事
業
所

市
原

20 市原市姉崎海岸１－１ 299-0193 レイアウト 安全環境室

環境・安全部

0436-60-1714 0436-60-1900 6,074.8 35,005.4 石油精製業

0436-60-1801 0436-60-1900 165.8 18,203.4 プラスチック製造業

0438-62-6205 24.3 1.7 プラスチック製造業

２
種
事
業
所

千
葉

市
原

30 袖ケ浦市中袖５－１ 299-0297 レイアウト 環境安全課 0438-62-6125

袖
ケ
浦

24 袖ケ浦市北袖９－１ 299-0295 レイアウト 0438-63-1212 0438-62-4002 325.7 13,231.7
石油化学系
基礎製品製造業



対象 石　油 高圧ガス

(貯蔵取扱) (処理量）

合同事業所名（従たる事業所） 千KL 万Nm3

事業概要
区分

事業所名
所在地 郵便番号 担当部 電話平日 ＦＡＸ平日

地
区

種
類

市

古河電気工業（株）千葉事業所

　理研電線(株)市原工場

38 キャボットジャパン（株）千葉工場 市原市八幡海岸通３ 290‐0067 環境安全課 0436-41-0219 0436-42-0265 9.9 無機顔料製造業

富士電機（株）千葉工場

　富士電機千葉テック（株）

　富士電機ＩＴセンター(株)千葉事業所

　富士ｵﾌｨｽ＆ﾗｲﾌｻｰﾋﾞｽ(株)千葉営業所

　富士物流(株)南関東支社千葉営業所

　メタウォーター（株）

40 岩谷瓦斯（株）千葉工場 市原市五井海岸５－３ 290-0058 千葉工場 0436-21-5381 0436-22-9791 77.4 高圧ガス製造業

日立化成（株）五井事業所

　五井化成(株)

42 日曹金属化学（株）千葉工場 市原市五井南海岸１２－３２ 290-0045 RC推進グループ 0436-21-3351 0436-23-1237 0.1 無機化学製品製造業

43 （株）MORESCO千葉工場 市原市五井南海岸１２－３ 290-0045 環境設備課 0436-22-2184 0436-21-8629 5.0 潤滑油製造業

44 エチレンケミカル（株）本社工場 市原市五井南海岸１２－２８ 290-0045 製造グループ 0436-22-1204 0436‐22‐1276 2.3
石油製品・
石炭製品製造業

45 日産化学工業（株）袖ケ浦工場五井製造所 市原市五井南海岸１２－１７ 290-0045 製造課 0436-22-2110 0436-22-8797 1.3
石油製品・
石炭製品製造業

46 宇部マテリアルズ（株）千葉工場 市原市五井南海岸８－２ 290-0045 環境安全室 0436-22-3566 0436-25-0327 1.2 石灰製造業

47 日新理化（株）本社工場 市原市五井南海岸１２－１８ 290-0045 製造部 0436-22-3611 0436-21-4791 9.6 6.0 有機化学工業製品製造業

48 （株）日陸千葉物流センター 市原市千種海岸８－３ 299-0108 業務部 0436-22-2535 0436-21-9308 8.1 普通倉庫業

49 東レ（株）千葉工場 市原市千種海岸２－１ 299-0196 環境保安課 0436-23-0656 0436-21-5220 5.5 プラスチック製造業

50 東レ・ダウコーニング（株）千葉工場 市原市千種海岸２－２ 299-0108 環境安全課 0436-21-3103 0436-22-5953 6.4 プラスチック製造業

51 東レ・ファインケミカル（株）千葉事業場 市原市千種海岸２－３ 299‐0196 環境保安課 0436‐22‐3716 0436‐22‐7321 4.0 1.1 有機化学工業製品製造業

日本板硝子（株）千葉事業所

　日本板硝子ﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ(株)

6.5

電線ケーブル製造業

39 市原市八幡海岸通７ 290-8511 総務部総務課 0436-42-8112 0436-42-8247 2.5

290-8555 総務課 0436-42-1700 0436-42-9319 0.837 市原市八幡海岸通６

2.0 変圧器製造業

299‐0197 環境安全部 0436-61-4116 0436‐62‐2128 3.8

41 市原市五井南海岸１４ 290-8567 環境安全管理室 0436-21-6141 0436-21-8197 2.9

18.6 板硝子製造業

-
 
5
6
 
-

京
葉
臨
海
中
部
地
区

２
種
事
業
所

市
原

プラスチック製造業

52 市原市姉崎海岸６



対象 石　油 高圧ガス

(貯蔵取扱) (処理量）

合同事業所名（従たる事業所） 千KL 万Nm3

事業概要
区分

事業所名
所在地 郵便番号 担当部 電話平日 ＦＡＸ平日

地
区

種
類

市

53
東京電力フュエル＆パワー（株）
袖ケ浦火力発電所

袖ケ浦市中袖２－１ 299-0267 発電運営グループ 070-4412-3827 0438-62-5879 0.7 発電所

新日化エポキシ製造（株）千葉工場

　ﾃﾞｨｰ・ｱｲ・ｼｰ・ｲｰ・ﾋﾟｰ(株)袖ケ浦工場

55 東邦化学工業（株）千葉工場 袖ケ浦市北袖１０ 299-0266 管理部　安全環境課 0438-62-3211 0438-62-3215 4.3 54.7 界面活性剤製造業

56 日本燐酸（株） 袖ケ浦市北袖１４ 299-0266 ＲＣ・ＱＭ推進室 0438-64-1788 0438-62-0635 0.1 無機化学品製造業

57 広栄化学工業（株）千葉工場 袖ケ浦市北袖２５ 299-0266 安全環境部 0438-63-5739 0438-63-6328 8.0 1.8
石油化学系
基礎製品製造業

58 （株）ADEKA千葉工場 袖ケ浦市北袖３－１ 299-0266 環境保安課 0438-62-4390 0438-62-3569 8.3 22.0
石油化学系
基礎製品製造業

東京ガス（株）袖ケ浦LNG基地

　東京ガスケミカル(株)

　(株)東京ガスベイパワー

60 日本アルコール産業（株）袖ケ浦作業所 袖ケ浦市長浦５８０－１５ 299-0265 関連事業本部 0438-62-3595 0438-62-3595 4.4 備蓄タンク等

（株）荏原製作所袖ケ浦事業所

　（株）荏原エリオット

62 エコシステム千葉（株） 袖ケ浦市長浦拓１号１－５１ 299-0265 環境保安課 0438-62-4097 0438-62-4928 2.2
産業廃棄物の
中間処理業

新日鐵住金（株）君津製鐵所

　(株)富士鉄鋼センター

　日鐵住金建材㈱君津プレスコラム工場

　NSMコイルセンター㈱有明事業所君津製造部

君
津

2 君津共同火力（株）君津共同発電所 君津市君津１ 299-1141 環境・保安ｸﾞﾙｰﾌﾟ 0439-20-7421 0439‐20‐8883 8.6 発電所

木
更
津

3 東洋スチレン（株）君津工場 木更津市築地１ 292‐0835 管理課 0438‐37‐5710 0438‐37‐5704 4.0 プラスチック製造業

２
種

2.2  石油化学系基礎製品製造業

-
 
5
7
 
-

京
葉
臨
海
中
部
地
区

２
種
事
業
所

袖
ケ
浦

54 袖ケ浦市北袖１１－５ 299-0266

0438-63-7380 11.1 ガス製造業59 袖ケ浦市中袖１－１ 299-0267 安全環境管理室 0438-62-3672

技術グループ 0438-63-1171 0438-63-1185

製鋼圧延を行う
高炉による製鉄業

レイアウト
安全環境防災部
環境防災室

0439-50-2042 0439-50-2715 37.1 2,255.7

0438-60-6070 0.1 52.8
一般産業用機械・
装置製造業

京
葉
臨
海
南
部
地
区

君
津

木
更
津

1  君津市君津１木更津市築地１ 299-1141

61 袖ケ浦市中袖２０－１ 299-0296 総務室 050-3416-5838

１
種


